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１　

中
学
校
高
等
学
校
の
発
足
と
戦
後
の
改
革

⑴　

中
学
校
高
等
学
校
の
発
足

昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）の
学
制
改
革
の
主
目
的
は
、

戦
前
の
複
雑
で
あ
っ
た
中
等
教
育
の
整
理
と
義
務
教
育
の

年
限
延
長
で
あ
っ
た
。
一
般
社
会
で
は
、
施
設
・
設
備
・

教
育
組
織
な
ど
に
お
い
て
き
わ
め
て
不
満
足
な
状
態
で
あ

っ
た
が
、
本
校
に
お
い
て
は
「
復
興
に
尽
く
し
た
人
々
」

の
項
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
教
職
員
・
卒
業
生
・
保
護
者

の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
順
調
に
進
行
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
十
四
日
、
三
三
一
名
の
新
入
生
を

迎
え
て
新
制
中
学
校
第
一
回
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た

（
昭
和
二
十
五
年﹇
一
九
五
〇
﹈ま
で
は
跡
見
学
園
中
学
部

と
称
す
）。
折
し
も
こ
の
年
は
、
創
立
七
二
周
年
記
念
祝

典
と
李
子
校
長
八
〇
歳
の
祝
賀
会
、
そ
し
て
学
園
復
興
の

た
め
の
バ
ザ
ー
が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。昭

和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）の
新
制
高
等
学
校
の
発
足

当
初
の
一
年
生
は
、
中
学
部
か
ら
の
優
等
入
学
生
と
、
選

抜
に
よ
っ
て
合
格
し
た
二
七
名
の
新
入
生
を
加
え
て
二
三

〇
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）三
月
に
は
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）入
学
の
高
等
女
学
校
生
で
新
制
高
等
学
校
に

残
っ
た
四
二
名
が
最
初
の
新
制
高
等
学
校
生
と
し
て
卒
業

（
薫
風
会
）、
同
十
九
年
入
学
の
高
等
女
学
校
生
で
卒
業
を

希
望
す
る
も
の
一
三
二
名
は
高
等
女
学
校
生
と
し
て
卒
業

（
翠
光
会
）し
た
。

跡
見
学
園
中
学
部
学
則
・
高
等
学
校
学
則
の
第
一
条
で

は
、「
教
育
基
本
法
」
の
精
神
に
基
づ
き
平
和
日
本
の
国

民
と
し
て
の
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
心
理
と
正
義
を
愛

し
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
由
か
つ
自
主
的
精
神
に

満
ち
た
心
身
健
康
な
女
性
の
育
成
を
期
す
る
学
校
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
跡
見
花
蹊
建
学
の
精
神
を

継
承
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

の
学
園
要
覧
に
掲
げ
ら
れ
た
内
容
は
、

二　

中
等
教
育
機
関
と
し
て
の
成
果
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○
人
生
を
、
正
し
く
強
く
生
き
抜
く
豊
か
な
愛
情
と

実
践
理
性
の
涵
養

○
家
政
を
、
能
率
的
科
学
的
に
処
理
す
る
能
力

○
よ
り
幸
せ
な
家
庭
生
活
を
作
り
上
げ
る
高
い
趣
味

性

○
女
子
が
実
質
的
に
男
女
平
等
の
権
利
を
主
張
す
る

た
め
の
基
礎
条
件
と
し
て
の
職
業
能
力

右
の
よ
う
な
教
育
目
標
に
よ
っ
て
学
習
指
導
要
領
の
枠

内
で
教
科
課
程
・
教
科
内
容
の
工
夫
が
さ
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
と
き
教
科
課
程
の
ほ
か
に
、
課
外
課
程
を
置
い
て
希

望
者
に
筝
曲
・
点
茶
・
生
花
を
修
め
さ
せ
る
こ
と
も
採
り

入
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校

は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

⑵　

被
災
校
舎
の
再
建

被
災
し
た
校
舎
の
様
子
を
、
当
時
の
生
徒
の
回
想
手
記

は
「
校
舎
の
三
階
は
総
て
立
ち
入
り
禁
止
、
二
階
は
ガ
ラ

ン
ド
ウ
、
お
手
洗
い
は
一
か
所
」「
暖
房
は
火
鉢
、
寒
い
の

で
教
室
で
は
オ
ー
バ
ー
を
着
て
い
た
」「
夏
は
冷
た
い
水
を

求
め
て
井
戸
の
前
に
並
び
、
飲
み
終
わ
る
と
コ
ッ
プ
を
す

す
い
で
次
の
人
に
渡
し
、
次
の
こ
ぎ
手
に
な
っ
た
」
と
書

い
て
い
る
。
今
日
の
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら
は
考
え
ら
れ
な

い
惨
た
ん
た
る
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
な

か
で
こ
そ
「
友
情
の
絆
は
よ
り
強
い
も
の
に
な
っ
た
」
と

い
う
手
記
も
あ
る
。

戦
後
の
混
迷
す
る
な
か
で
の
復
興
は
、
卒
業
生
・
保
護

者
の
復
興
計
画
に
対
す
る
絶
大
な
協
力
と
理
解
が
大
き
な

学　年
教　科

跡見学園中学部教科課程

第一学年 第二学年 第三学年

必
修
教
科

国語  175（5）  175（5）  175（5）
習字  35（1）  35（1）
社会  175（5）  140（4）  140（4）
国史  35（1）  70（2）
数学  140（4）  140（4）  140（4）
理科  140（4）  140（4）  140（4）
音楽  70（2）  70（2）  70（2）

図画工作  70（2）  70（2）  70（2）
体育  105（3）  105（3）  105（3）
家庭  140（4）  140（4）  140（4）
小計  1050（30）  1050（30）  1050（30）

選
択

英語  105（3）  105（3）  105（3）
習字  35（1）
小計  105（3）  105（3）  140（4）
総計  1155（33）  1155（33）  1190（34）

備考　一年を35週とする。数字は一年間の授業時数。
カッコ内の数は時間数。
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支
援
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）

二
月
に
は
早
く
も
本
館
二
階
部
分
の
第
一
期
復

旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後

も
着
々
と
工
事
は
進
み
、
昭
和
二
十
四
年（
一

九
四
九
）十
一
月
に
着
工
し
た
第
五
期
外
側
塗

装
工
事
に
よ
っ
て
、
校
舎
の
復
旧
工
事
は
完
了

し
た
の
で
あ
る
。
校
内
放
送
施
設
や
図
書
館
の

再
開
も
こ
の
間
に
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
六

年（
一
九
五
一
）の
冬
か
ら
は
ス
チ
ー
ム
に
よ
る

暖
房
も
復
旧
し
、
教
室
の
整
備
が
着
実
に
進
ん

だ
。
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）に
は
隣
接
す

る
旧
日
本
冷
蔵（
株
）跡
地
を
購
入
し
、
そ
こ
に

図
工
教
室
を
新
設
し
た
。

同
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
学
校
法
人
跡
見

学
園
と
し
て
第
五
回
目
の
理
事
会
・
評
議
員
会

に
お
い
て
「
跡
見
学
園
施
設
整
備
計
画
大
綱
」

が
示
さ
れ
、
創
立
八
〇
年
の
記
念
事
業
と
し
て

「
中
学
・
高
等
学
校
独
立
校
舎
」
を
目
標
に
計

画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
三
十

「
話
の
泉
」
に
登
場
し
た
跡
見
女
学
校

戦
後
を
音
で
記
録
し
た
一
本
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

が
市
販
さ
れ
て
い
る
。「
終
戦
の
詔
勅
を
読
み
上
げ

る
昭
和
天
皇
」「
日
本
降
伏
文
書
調
印
式
の
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
演
説
」「
極
東
軍
事
裁
判
で
の
東
条
英
機
の

声
」
な
ど
で
あ
る
。

敗
戦
に
よ
り
荒
廃
し
た
国
土
、
国
民
の
娯
楽
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
し
か
な
か
っ
た
。「
君
の
名
は
」

と
い
う
メ
ロ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
と
お
風
呂
屋
さ

ん
が
空
に
な
っ
た
と
い
う
時
代
、
娯
楽
番
組
と
し
て

「
二
十
の
扉
」「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
番
組

が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
「
話
の
泉
」
と
い
う
知
的

好
奇
心
を
そ
そ
る
ク
イ
ズ
番
組
も
あ
っ
た
。
サ
ト
ウ

ハ
チ
ロ
ー
、
太
田
黒
元
雄
、
渡
辺
紳
一
郎
な
ど
当
時

の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
を
解
答
者
に
揃
え
た
番
組
で

あ
っ
た
。

前
記
し
た
テ
ー
プ
に
、
何
百
時
間
に
及
ぶ
「
話
の

泉
」
の
収
録
テ
ー
プ
の
中
か
ら
『
背せ

な

に
垂
れ
た
る
黒

髪
に
挿
し
た
る
リ
ボ
ン
が
ヒ
ー
ラ
ヒ
ラ　

紫
袴
が
サ

ー
ラ
サ
ラ　

春
の
胡
蝶
の
た
は
む
れ
か
』
と
唄
わ
れ

昭
和
二
十
四
年
当
時
の
復
旧
工
事
。戦
災
で
教
室
を
一
部
し

か
使
え
ず
、一
ク
ラ
ス
七
〇
名
と
い
う
状
態
で
窓
ガ
ラ
ス
も

破
れ
た
ま
ま
で
、傘
を
さ
し
て
授
業
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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年（
一
九
五
五
）十
一
月
新
校
舎
建
築
の
地
鎮
祭
が
挙
行
さ

れ
た
。
翌
年
普
通
教
室
六
、
研
究
室
二
、
屋
上
使
用
可
能

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
校
舎（
二
号
館
）が
完

成
し
た
。

⑶　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
結
成

戦
後
、
教
育
の
民
主
化
に
伴
う
学
制
改
革
に
よ
り
、
昭

和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）四
月
一
日
、
跡
見
学
園
中
学
部

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
学
内
で
は
い
ち
早
く
保
護
者
と
教
員

が
協
力
し
て
、
子
供
の
教
育
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
二

十
三
年（
一
九
四
八
）七
月
十
一
日
、
跡
見
学
園
中
学
部
第

一
学
年
「
父
母
と
先
生
の
会
」（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）の
結
成
総
会
が

開
か
れ
た
。
こ
こ
で
十
四
条
か
ら
な
る
規
約
が
承
認
さ
れ

た
。
第
二
条
で
は
「
本
会
の
目
的
は
学
校
と
家
庭
と
社
会

と
の
関
係
を
密
接
に
し
、
互
い
に
協
力
し
て
教
育
の
完
成

を
計
る
に
あ
る
」、
第
五
条
で
は
第
二
条
の
目
的
を
達
す

る
た
め
に
「
教
育
上
必
要
と
認
め
る
懇
談
会
、
研
究
会
、

学
芸
会
、
体
育
会
、
娯
楽
会
、
音
楽
会
、
厚
生
、
保
健
衛

生
、
体
育
に
か
か
わ
る
仕
事
を
行
う
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
当
時
は
、
学
級
文
庫
、
戸
棚
な
ど
が
「
父
母
と
先
生

の
会
」
固
有
の
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
に
開
か
れ
た「
父
母
と
先
生
の
会
」

で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、「
英
語
の

発
音
記
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
数
学
の
力
不
足
を
補
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
五
十
年
後
の
今
日
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
話
題
に
加
え
て
、「
停
電
が
多
い
の
で
宿
題
の
調
整

を
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
時
代
を
反
映
し
た
話
題
も
み

ら
れ
た
。

こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
年
を
追
う
ご
と

に
次
々
と
学
年
別
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
結
成
さ
れ
、
何
年
度
入
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
形
で
各
学
年
単
位
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
創
設
さ
れ
、

活
発
な
活
動
を
始
め
た
。
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）に

は
各
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
独
立
性
を
維
持
し
た
ま
ま
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
」
と
い
う
新
た
な
組
織
が
発
足
し
た
。
学
園
全
体

の
教
育
環
境
の
整
備
改
善
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
出
発

し
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
学
園
祭
へ
の
協
力
事
業
の
一
つ

た
の
は
ど
こ
、
と
い
う
司
会
者
の
問
い
か
け
に
渡
辺

紳
一
郎
が
「
跡
見
女
学
校
」
と
答
え
て
喝
采
を
受
け

て
い
る
部
分
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
敗
戦
直
後
の
娯

楽
の
一
面
を
表
わ
し
た
も
の
と
思
う
が
、
よ
り
に
よ

っ
て
、
そ
こ
に
こ
の
部
分
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
単
な
る
偶
然
だ
ろ
う
か
。
い
や
そ
う
で
は
な
い
。

「
跡
見
」
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
の
で
あ
る
。



106第二部　新しい学制のもとでの展開107 二　中等教育機関としての成果

生徒会の運営組織（昭和25年～）

総　　　　会

合同協議会
　（24名）

合同協議会
顧 問 教 員

日 直 教 員

週　　　　番

各クラス担任教員

中高各クラブ員

各部顧問教員

中高各ホームルーム
風 紀 衛 生 厚 生
　　（各２名）

生
　
　
徒
　
　
会

　
　
（
中
高
全
生
徒
）クラブ（12名）

生徒委員会

ホームルーム（12名）
生徒委員会

生徒会の運営組織（昭和29年～昭和32年）

生　徒　総　会

審議委員会
　（35名）

運
営
委
員
会（
24
名
）

監
察
委
員
会（
32
名
）

週
番
委
員（
２
名
）

ク
ラ
ブ
委
員
会（
20
名
）

会

計

及

び

会
計
監
査（
９
名
）

新
聞
部
　
映
画
研
究
部

演
劇
部
　
食
生
活
部

英
語
部
　
繊
維
工
芸
部

書
道
部
　
写
真
部

音
楽
部
　
卓
球
部

美
術
部
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

放
送
部
　
籠
球
部

生
物
部
　
排
球
部

園
芸
部
　
庭
球
部

社
会
部
　
体
操
部

文
芸
部

風
　
紀
　
部（
32
名
）

保
健
衛
生
部（
32
名
）

渉
　
外
　
部（
32
名
）

書
記
会
計
部（
32
名
）

週
　
番
　（
24
名
）

ホームルーム会

学年会
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と
し
て
、
模
擬
店
の
出
店
や
作
品
展
で
も
活
動
し
て
い
る
。

⑷　

生
徒
会
の
発
足

戦
後
間
も
な
く
の
生
徒
活
動
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
組
織

化
し
た
学
友
会
と
、
各
ク
ラ
ス
に
校
長
が
任
命
し
た
風
紀

係
・
衛
生
係
・
厚
生
係
の
自
治
委
員
か
ら
な
る
自
治
会
が

並
立
し
て
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）、
学
制
の
改
革
に
伴
っ
て
生

徒
活
動
に
も
新
し
い
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ

た
。
そ
の
年
の
六
月
、
八
章
三
十
六
条
か

ら
な
る
規
約
が
制
定
さ
れ
「
生
徒
会
」
が

誕
生
し
た
。
組
織
は
、
校
長
任
命
の
各
学

年
二
名
計
一
二
名
と
ク
ラ
ブ
選
出
の
一
二

名
か
ら
な
る
「
合
同
協
議
会
」
が
中
心
と

な
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
会
長
・
副
会
長
・

そ
の
他
の
役
員
を
選
出
し
た
。
自
主
的
精

神
を
養
う
と
い
う
、
新
し
い
視
点
の
も
と

で
、
生
徒
の
活
発
な
自
治
活
動
は
ク
ラ
ブ

数
の
増
加
・
ク
ラ
ブ
発
表
の
発
展
な
ど
に

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
頃
、新
聞
部
か
ら『
跡

見
学
園
新
聞
』
が
、文
芸
部
か
ら
『
白
壁
』

が
、
社
会
部
か
ら
『
ま
ど
』
が
発
行
さ
れ

て
い
た
。

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）、
生
徒
会
の
基
盤
で
あ
る

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
意
見
を
反
映
し
や
す
く
す
る
た
め
の
規

約
改
正
と
、
そ
れ
に
伴
う
組
織
の
大
幅
な
改
造
が
実
施
さ

れ
た
。

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）、
学
園
創
立
八
〇
年
を
迎
え

て
生
徒
会
は
会
誌
『
跡
見
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
生
徒
会
顧
問
横
田
正
次
は
会
誌
第
二
号
に
「
か
け

橋
を
渡
る
人
に
」
と
題
し
て
次
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

生
徒
会
誌
「
跡
見
」
は
八
十
年
の
伝
統
の
流
れ
に

新
し
い
杭
を
打
ち
込
ん
で
そ
こ
に
渡
さ
れ
た
か
け
橋

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
橋
は
ま
だ
ひ
弱
い
。
今
後

更
に
何
本
も
の
が
っ
ち
り
し
た
杭
を
打
ち
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
橋
桁
も
欄
干
も
一
段
と
そ
の
装

い
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
激
流

に
流
さ
れ
ず
濁
流
に
汚
さ
れ
ず
、
内
・
二
千
の
会
員

を
渡
し
、
外
・
校
友
と
の
か
け
橋
と
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
、
こ
の
橋
を
万
を
越
え
る
人
々
が
渡
っ
て
来
た
。

時
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
時
に
補
強
を
し
な
が
ら
、
活

動
は
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

現
在
で
も
発
行
が
続
く
『
白
壁
』
創
刊
号
な
ど
が
み
ら
れ
る
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⑸　

花
蹊
・
李
子
胸
像
の
再
建

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
校
庭
の
一
角
に
あ
っ
た
花
蹊
校

長
・
李
子
校
長
の
胸
像（
本
山
白
雲
作
）は
登
下
校
す
る
生

徒
達
が
常
に
仰
ぎ
見
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
と
い
う
不

幸
な
状
況
下
、
供
出
と
い
う
か
た
ち
で
そ
の
姿
を
消
し
た
。

戦
後
ま
だ
混
乱
の
続
く
な
か
、
い
ち
は
や
く
花
蹊
校
長

の
胸
像
を
再
建
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
昭
和
十

九
年（
一
九
四
四
）入
学
の
翠
光
会
・
七
五
会
の
卒
業
生
が
、

学
園
へ
の
記
念
品
と
し
て
寄
贈
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
胸

像
は
、
花
蹊
の
写
真
を
も
と
に
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た

ば
か
り
の
彫
刻
家
朝
倉
文
夫
の
手
に
よ
っ
て
見
事
に
よ
み

が
え
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）六
月
十
八
日
、

李
子
校
長
、
朝
倉
文
夫
ら
臨
席
の
も
と
盛
大
に
除
幕
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
式
後
、
李
子
校
長
の
寿
像
も
再
建
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
が
校
友
の
間
に
わ
き
お

こ
り
、
発
起
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
再
度
、
朝
倉
の
手
を

わ
ず
ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
朝
倉
の
快
諾
を
得
て
、

今
度
は
李
子
校
長
が
、
直
接
日
暮
里
の
朝
倉
の
ア
ト
リ
エ

に
赴
き
、
モ
デ
ル
と
な
っ
て
塑
像
の
制
作
に
立
ち
合
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）五
月
二
十
六
日
に
献
納
式
が

行
わ
れ
た
。

現
在
、
花
蹊
胸
像
は
正
門
を
入
っ
て
左
側
、
紅
梅
・
白

梅
を
背
に
し
て
安
置
さ
れ
、
登
下
校
す
る
生
徒
の
姿
を
あ

た
た
か
な
眼
差
し
で
見
守
っ
て
い
る
。
李
子
胸
像
は
中
学

高
校
の
図
書
館
に
安
置
さ
れ
、
学
習
に
熱
心
な
生
徒
に
や

さ
し
く
、
励
ま
し
の
声
を
掛
け
て
い
る
。

⑹　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂

戦
後
、
新
制
中
学
校
高
等
学
校
が
発
足
し
、
そ
の
教
科

李
子
像
制
作
中
の
風
景
。
朝
倉
彫
塑
館
に
は
現
在
で
も

こ
の
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ
せ
る
場
が
残
っ
て
い
る

花
蹊
胸
像
除
幕
式　

写
真
中
央
が
朝
倉
文
夫
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課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
中
学

校
に
関
し
て
は
実
際
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
昭
和
二
十
四

年（
一
九
四
九
）に
一
部
改
善
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
体
育

に
保
健
衛
生
を
も
合
わ
せ
て
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
こ
れ

を
保
健
体
育
と
改
め
た
。
職
業
科
も
一
層
実
生
活
に
役
立

つ
よ
う
に
内
容
が
改
め
ら
れ
、
名
称
も
「
職
業
・
家
庭
」

と
な
っ
た
。
自
由
研
究
は
特
別
教
育
活
動
の
時
間
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
昭
和
二

十
六
年
の
改
訂
で
は
、
道
徳
教
育
の
振
興
の
観
点
か
ら
判

断
力
と
実
践
力
に
富
ん
だ
自
主
性
、
自
立
的
な
人
間
の
形

成
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

跡
見
学
園
の
昭
和
二
十
七
年
度
の
教
科
課
程
表（
上
図
）

を
中
学
校
発
足
当
時
の
そ
れ
と
く
ら
べ
る
と
若
干
の
変
化

が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
学
校
の
三
学
年
に
お
い
て
家

庭
科
が
二
時
間
減
っ
た
の
に
対
し
て
英
語
が
四
時
間
増
え

た
の
が
目
立
ち
、
そ
の
ほ
か
で
は
習
字
が
一
・
二
学
年
だ

け
で
あ
っ
た
の
が
三
学
年
を
通
じ
て
履
修
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
も
一
時
間
増
え
て
い
る
が
、
跡
見
の
特
色
が

こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
一
年
間
の
総
時
間
も
一
時
間
増
え
て

い
る
。
こ
の
教
科
課
程
の
あ
り
方
は
原
則
的
に
以
後
も
引

き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
高
等
学
校
に
関
し
て
は
昭
和
二
十
六
年（
一
九

五
一
）に
高
等
学
校
指
導
要
領
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
特

色
は
、
選
択
教
科
制
と
単
位
制
に
あ
っ
た
。
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
の
五
教
科
を
す
べ
て
の
生
徒
に

対
し
共
通
の
必
修
と
し
、
な
か
で
も
国
語
甲
九
単
位
、
一

般
社
会
五
単
位
、
保
健
体
育
九
単
位
は
必
修
と
さ
れ
た
。

卒
業
の
条
件
は
八
五
単
位
以
上
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち

三
八
単
位
を
共
通
必
修
の
教
科
で
占
め
る
も
の
と
し
た
。

昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）の
教
科
課
程
表
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こ
の
新
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
跡
見
学
園
で
は
先
に
見

た
中
学
校
と
と
も
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
が
進
め
ら
れ

た
。
そ
の
様
子
は
昭
和
二
十
五
年
度
の
「
校
務
日
誌
」
か

ら
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
が

し
ば
し
ば
開
か
れ
、
ま
た
生
徒
の
選
択
希
望
調
査
も
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
成
立
し
た
昭
和
二
十
六
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
七
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
高
二
、

高
三
は
「
進
学
」「
卒
業
」
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
上
級
学
校
に
進
学
を
希
望
す
る
コ
ー
ス
と
そ

う
で
な
い
コ
ー
ス
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
両
コ
ー
ス
に
お
い

て
漢
文
、
数
学
お
よ
び
理
科
、
芸
能
、
家
庭
、
職
芸
な
ど

で
相
違
が
見
ら
れ
る
。
進
学
コ
ー
ス
に
「
補
講
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。「
芸
能
」
は
学
習

指
導
要
領
を
み
る
と
「
音
楽
、
図
画
、
書
道
、
工
作
」
の

四
科
目
か
ら
の
選
択
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
職
芸
」
と

は
職
業
科
の
中
の
「
家
庭
技
芸
」（
保
育
な
ど
）か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
翌
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）か
ら
は
職

（
商
）と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
職
業
の
中
の
商
業（
文
書
事

務
、
珠
算
、
商
業
計
算
な
ど
）を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
特
徴
と
し
て
選
択
の
幅
の
大
き

い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。

な
お
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
二
十
六
年

度
か
ら
、
跡
見
学
園
で
は
一
学
年
度
二
期
制
が
採
用
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
前
期
は
四
月
か
ら
九
月
ま
で
、
後
期
は
十

月
か
ら
三
月
ま
で
と
し
た
が
、
そ
の
後
昭
和
三
十
年
に
前

期
は
八
月
ま
で
、
後
期
は
九
月
か
ら
と
改
め
ら
れ
た
。

⑺　

夏
季
行
事
・
冬
季
行
事

戦
後
、
復
興
の
努
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
な
か
、
夏
期
休
暇
中
の
行
事
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

た
。
現
在
の
補
習
・
補
講
に
あ
た
る
学
力
増
進
の
た
め
の

講
座
が
昭
和
二
十
二
年
・
二
十
三
年（
一
九
四
七
・
四
八
）

当
時
は
「
緑
の
教
室
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
数
学
・
英

語
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）か

ら
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
名
称
が
変
わ
っ
た
。

ま
た
鍛
錬
教
室
と
い
う
名
の
も
と
に
登
山
や
水
泳
訓
練

を
、
志
賀
高
原
、
裏
磐
梯
、
奥
日
光
、
那
須
高
原
、
天
津

海
岸
、
下
田
な
ど
の
地
で
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
た
。

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
人
数
は
異
な
っ
た
が
、
延
べ
人
数
に
す

る
と
毎
年
三
〇
〇
名
か
ら
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
た
。

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）の
鵜
原
寮
の
開
設
、
同
三
十

二
年
浅
間
寮
の
開
設
に
伴
っ
て
、
こ
の
行
事
は
学
年
指
定

と
な
り
、
臨
海
学
校
・
林
間
学
校
と
し
て
移
行
し
て
い
っ

た
。
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昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）の
冬
、
妙
高
高
原
池
の
平
楽

山
荘
を
拠
点
に
、
校
友
黒
田
米
子
を
指
導
者
と
し
て
ス
キ

ー
練
習
会
が
一
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録

が
あ
る
。
こ
の
行
事
は
戦
争
が
激
し
く
な
る
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）ま
で
続
い
て
い
た
。
戦
後
浅
間
寮
の
開
設
は
、

近
く
に
湖
面
結
氷
の
す
ば
ら
し
さ
で
知
ら
れ
る
照
月
湖
が

あ
っ
て
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
行
う
条
件
に
恵
ま
れ
た
。
昭

和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）一
月
四
日
、
高
校
三
年
生
で
滑

走
可
能
な
者
三
〇
名
が
、
上
野
駅
の
三
等
待
合
室
前
に
九

時
に
集
合
、
軽
井
沢
か
ら
草
軽
電
鉄
に
乗
り
換
え
十
七
時

ご
ろ
寮
着
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
の
が
戦
後
の
冬
季
行
事

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ー
ト
教
室
は
照
月
湖
が
環

境
汚
染
で
結
氷
し
な
く
な
る
平
成
五
年
ま
で
続
い
た
。
な

お
、
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
ス
キ
ー
教
室
は
、
昭
和
四
十

年（
一
九
六
五
）十
二
月
に
妙
高
高
原
国
際
ス
キ
ー
場
を
皮

切
り
に
、
志
賀
高
原
・
妙
高
高
原
池
の
平
、
そ
し
て
昭
和

四
十
五
年（
一
九
七
〇
）妙
高
高
原
赤
倉
寮
の
開
設
に
伴
っ

て
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
新
赤
倉
を
拠
点
に
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
頃
の
教
室
は
、
リ
フ
ト
を
使
う
こ
と
は
稀
で
、
特
に

初
心
者
は
斜
面
と
の
格
闘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
五

十
三
年（
一
九
七
八
）春
、
南
地
獄
谷
か
ら
押
し
出
さ
れ
た

土
石
流
に
よ
っ
て
寮
を
失
い
、
再
び
適
地
を
求
め
て
転
々

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
蔵
王
・
志
賀
高
原
・
天
元
台
そ

し
て
現
在
の
舞
子
高
原
へ
と
移
っ
た
。

⑻　

生
徒
会
ク
ラ
ブ
発
表
会

終
戦
直
後
は
学
友
会
と
い
う
名
称
の
下
で
、
習
字
・
手

芸
・
国
文
・
生
物
・
日
本
画
・
報
道
の
六
つ
の
部
が
活
動

昭
和
三
十
年
代
を
走
っ
た
草
軽
電
鉄

昭
和
四
十
年
頃
の
照
月
湖
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ト
教
室
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し
て
い
た
。
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）に
は
、
生
徒
会

の
発
足
を
目
前
に
英
文
・
社
会
・
音
楽
・
演
劇
・
家
政（
割

烹
）・
物
理
化
学
・
数
学
の
ほ
か
に
運
動
系
の
排
球
・
卓
球
・

野
球
・
体
操
・
庭
球
が
加
わ
り
、
十
八
の
部
へ
と
活
動
が

広
が
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）の
生
徒

会
の
発
足
に
合
わ
せ
て
、
部
の
名
称
変
更
や
新
設
さ
れ
る

ク
ラ
ブ
が
次
々
と
誕
生
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
昭
和

二
十
五
年
か
ら
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）の
変
化
を
列

挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

名
称
を
変
更
し
た
ク
ラ
ブ

英
文
部
↓
英
語
部　

国
文
部
↓
文
芸
部

報
道
部
↓
新
聞
部　

日
本
画
部
↓
美
術
部

家
政
部
↓
食
生
活
研
究
部　

手
芸
部
↓
繊
維
工
芸
部

習
字
部
↓
書
道
部　

野
球
部
↓
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

※　

新
設
さ
れ
た
ク
ラ
ブ

籠
球
部　

写
真
部　

放
送
部　

園
芸
部

映
画
研
究
部　

キ
リ
ス
ト
教
研
究
部

※　

活
動
内
容
に
よ
っ
て
分
派
し
た
ク
ラ
ブ

社
会
部
が
日
本
史
班
・
世
界
史
班
・
時
事
問
題
班

美
術
部
が
日
本
画
班
・
洋
画
班

体
操
部
が
ダ
ン
ス
班
・
器
械
体
操
班

廃
部
と
な
っ
た
ク
ラ
ブ

数
学
部　

映
画
研
究
部　

キ
リ
ス
ト
教
研
究
部

こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
は
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）ま
で

は
、
時
宜
に
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十

八
年（
一
九
五
三
）か
ら
は
、
日
頃
の
創
意
と
工
夫
を
凝
ら

し
た
成
果
を
「
生
徒
会
ク
ラ
ブ
発
表
会
」
と
し
、
秋
に
同

時
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑼　

高
等
学
校
校
服
の
改
定

終
戦
直
後
、
物
資
欠
乏
の
た
め
布
地
の
入
手
も
ま
ま
な

ら
ず
、「
清
楚
な
も
の
な
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
服
が
着
用
さ
れ
た
こ
と
も
一
時
期
あ
っ
た
。
基
本
的

に
は
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）、
お
塾
袴
の
形
を
生
か
し
て

制
定
さ
れ
た
洋
装
の
制
服
が
、
中
学
校
・
高
等
学
校
同
一

の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
花
蹊
・
李
子
の
制
服

に
対
す
る
「
形
か
ら
心
へ
の
教
育
、
勉
強
せ
ん
と
す
る
心

構
え
と
意
欲
の
発
揚
」
の
思
い
に
は
何
ら
変
わ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）戦
後
も

徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
中
で
、
制
服
を
す
っ
き
り

さ
せ
た
い
と
い
う
学
校
の
意
向
で
改
定
に
向
か
っ
た
。「
中

学
生
、
高
校
生
の
年
齢
差
を
考
慮
し
て
」
と
い
う
条
件
を

付
け
て
、
文
化
服
装
学
院
の
原
田
茂
に
デ
ザ
イ
ン
を
委
嘱
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剣道部
水泳部
ソフトテニス部
ソフトボール部
卓球部
体操部
ダンス部
バスケットボール部
バドミントン部
バレーボール部
ワンダーフォーゲル部
書道同好会
文芸部
生物部
新聞部
日本画同好会
英語部
演劇部
化学部
家庭部
合唱部
器楽部
グラフィックス部
軽音楽部
繊維工芸部
陶芸部
放送部
洋画部
謡曲仕舞部
音楽鑑賞同好会
パソコン同好会
物理同好会
映画鑑賞同好会
地理部
日本史部
音楽研究同好会
写真部
園芸部
歌舞伎同好研究会
英会話同好教室
英文タイプ同好教室
囲碁同好教室
聖書研究会

実線は部、破線は同好会・同好教室を表わす（名称は平成15年現在のものを使用した）

’05’00’95’90’85’80’75’70’65’60’55’50’45

クラブの変遷
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し
た
。
原
田
は
そ
れ
ま
で
の

制
服
の
形
は
、
伝
統
が
生
か

さ
れ
た
大
変
良
い
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
中
学
生
の
制
服

は
従
来
通
り
と
し
た
。
高
校

生
は
、
お
塾
袴
の
ひ
だ
九
本

が
生
か
さ
れ
て
い
た
従
来
の

制
服
に
、
二
本
の
ひ
だ
を
加

え
、
ウ
エ
ス
ト
を
絞
り
、
胸

と
腰
の
線
を
強
調
し
た
現
在

の
制
服
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
。
制
服
が
替
わ
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
高
校
生
と
し
て
の
学
校
生
活
に
お
け
る
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ス
の
衿
の
尖
っ
た
角
度

は
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
き
ち
っ
と
す
る
よ
う
に
と
い
う

配
慮
か
ら
制
定
当
時
の
ま
ま
と
し
た
。昭
和
三
十
三
年（
一

九
五
八
）に
は
、
中
学
生
の
制
服
に
も
一
本
ひ
だ
を
加
え

た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）に
は
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル

も
改
定
さ
れ
た
。
跡
見
学
園
短
期
大
学
生
活
芸
術
科
の
村

尾
絢
子
に
よ
っ
て
、
桜
の
花
び
ら
五
弁
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

現
在
の
バ
ッ
ク
ル
に
な
っ
た
。
従
来
は
、
月
桂
樹
の
葉
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
丸
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）三
月
に
は
オ
ー
バ
ー
コ
ー

ト
と
レ
イ
ン
コ
ー
ト
も
原
田
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
制
定
さ

れ
た
。

⑽　
『
汲
泉
』
の
復
刊

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）四
月
、
そ
れ
ま
で
の
汲
泉

会
を
拡
張
し
て
跡
見
校
友
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
機
関

誌
と
し
て
雑
誌
『
汲
泉
』
が
発
行
さ
れ
た
。
第
一
号
の
発

行
は
同
年
六
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
号
に
寄
せ

た
服
部
躬
治
の
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

友
は
伴
な
り
。
相
と
も
に
、
つ
れ
だ
ち
並
び
た
つ

を
謂
ふ
な
り
。
伴
の
一
致
は
、
た
だ
信
に
よ
り
て
ぞ

保
た
る
。
跡
見
校
友
会
は
、
校
の
文
字
を
以
て
限
ら

れ
た
る
団
体
な
り
と
す
。
そ
の
友
の
相
一
致
せ
る
信

念
は
、
こ
の
団
体
に
よ
り
て
発
動
し
、
開
展
せ
ら
れ

む
。
つ
れ
だ
ち
並
び
た
ち
て
、
相
共
に
助
け
合
は
む

は
、
人
々
の
ひ
と
し
く
、
正
に
期
す
る
と
こ
ろ
な
ら

む
。

そ
し
て
最
後
に
、

汲
み
て　

汲
み
て　

も
と
の
心
を
汲
み
あ
ひ
て　

清

改
訂
さ
れ
た
高
等
学
校
生
の
校
服
。
バ
ッ
ク
ル
は
ま
だ
従
来
の
も
の
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
四
年
に
改
訂
さ
れ
た
バ
ッ
ク

ル
の
デ
ザ
イ
ン
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『
汲
泉
』
の
復
刊
第
一
号
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
一
ペ
ー
ジ
。
巻
頭
は
井
上
幸
子
が
聴
取
し
記
録
し
た
李
子
校
長
の
お
言
葉
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水
の
す
ゑ
は　

思
は
ざ
ら
な
む

と
歌
っ
て
い
る
。

以
来
、
雑
誌
『
汲
泉
』
は
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）、

一
二
三
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
が
総
て
の
も

の
を
奪
い
、
消
去
し
て
し
ま
う
時
代
を
つ
く
り
、『
汲
泉
』

も
休
刊
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、
四
散
し
て
い

た
教
職
員
、
生
徒
、
校
友
達
も
徐
々
に
学
校
に
戻
り
、
復

興
に
力
を
そ
そ
ぎ
始
め
た
。
校
舎
施
設
の
復
興
、
運
動
場

の
拡
張
、
寄
宿
舎
の
新
設
な
ど
内
外
の
諸
施
設
、
組
織
が

次
々
と
整
え
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）校
友

会
で
も
『
汲
泉
』
復
刊
の
気
運
が
高
ま
り
、
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
再
刊
一
号
か
ら
三
号
ま
で
は
、
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
の
発
行
で
あ
っ
た
。
再
刊
を
祝
っ
て
若
松
会
の
増

田
浪
江
が
、

茂
り
あ
ふ　

青
葉
の
か
け
に　

つ
と
ひ
き
て　

も
と

の
泉
を　

汲
む
が
う
れ
し
さ

と
歌
っ
て
い
る
。
挹
流
尋
源（
な
が
れ
を
く
み
て
み
な
も

と
を
し
る
）、
校
友
と
の
絆
を
大
切
に
一
五
〇
年
・
二
〇

〇
年
に
及
ぶ
学
園
の
発
展
を
祈
り
た
い
。

⑾　

図
書
館
の
開
設

図
書
館
司
書
と
し
て
勤
務
し
た
下
永
夫
規
子
が
『
跡
見

学
園
中
学
校
高
等
学
校
紀
要
』
三
号
に
「
学
校
図
書
館
の

あ
ゆ
み
と
現
状
」
に
つ
い
て
述
べ
た
、
開
設
当
時
の
苦
労

が
伝
わ
っ
て
く
る
一
文
が
あ
る
。
抜
粋
し
て
こ
こ
に
掲
げ

る
。

本
校
で
は
昭
和
十
一
年
ご
ろ
、
学
習
研
究
の
場
と

し
て
の
図
書
館
を
志
向
し
、
中
村
崧
雄
の
「
学
校
に

図
書
館
の
な
い
の
は
人
間
に
頭
の
な
い
よ
う
な
も

の
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
基
本
図
書
を
中
心
に
し

た
図
書
館
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
災
で

そ
の
大
部
分
を
失
っ
た
。
新
し
い
学
制
の
も
と
で
、

い
ち
早
く
図
書
館
開
設
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
昭

和
二
十
二
年
に
は
、
そ
の
後
の
学
校
図
書
館
の
分
類

体
系
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
採
用
を
決

定
し
て
い
た
。
図
書
係
発
足
後
二
年
目
の
昭
和
二
十

四
年
に
は
、
図
書
館
活
動
を
開
始
す
る
た
め
の
基
本

的
な
要
素
で
あ
る
担
当
者
・
蔵
書
・
施
設
の
三
要
素

が
整
っ
た
。
し
か
し
、
図
書
館
と
し
て
の
独
立
し
た

予
算
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
学
校
教
育
に
お
け
る
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図
書
館
の
重
要
性
が
、
保
護
者
に
も
認
識
さ
れ
、
学

校
諸
費
と
し
て
図
書
費
の
徴
収
が
実
現
し
た
。
昭
和

二
十
五
年
当
時
、
生
徒
一
人
当
た
り
五
十
円
の
図
書

費
は
決
し
て
少
な
い
額
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
蔵
書
も
年
を
追
っ
て
増
大
し
た
。
こ
の
年
四

千
七
百
冊
し
か
な
か
っ
た
蔵
書
が
、
八
年
後
に
は
二

万
二
千
冊
余
り
を
数
え
た
。

昭
和
三
十
年
代
、
教
育
の
曲
が
り
角
と
も
い
わ
れ

る
受
験
準
備
教
育
が
実
現
す
る
中
で
、
図
書
館
活
動

も
ひ
と
つ
の
曲
が
り
角
に
直
面
す
る
事
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
本
校
で
は
そ
の
道
を
と
ら
ず
図
書
館
活
動

を
活
発
に
つ
づ
け
た
。
昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）

に
は
次
の
よ
う
な
新
し
い
企
画
を
打
ち
出
し
た
。

◇　

図
書
館
運
営
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
担
当
者
と
、

間
接
的
関
係
を
も
つ
教
師
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
を
代
表
す
る
人
で
構
成
す
る
図
書
委
員

会
を
発
足
す
る
。

◇　

学
校
図
書
館
運
営
に
生
徒
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
、
親
し
み
や
す
さ
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

選
出
さ
れ
た
生
徒
に
よ
る
生
徒
図
書
部
員
を
組

織
す
る
。

◇　

図
書
館
や
図
書
館
資
料
へ
の
興
味
や
親
近
感
を

培
う
「
図
書
館
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。

右
の
よ
う
な
指
導
・
奉
仕
活
動
の
充
実
が
活
発
に

展
開
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
図
書
以
外
の
学
習

材
料
や
種
々
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
性
能
が
著
し
く
発

達
し
、
諸
資
料
が
有
機
的
・
関
連
的
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
校
で
も
そ
れ
ら
の
資
料
が
総
合

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
図
書
館
が
そ
の
体
制
を
つ

く
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六

〇
）に
は
視
聴
覚
係
が
新
た
に
配
属
さ
れ
、
視
聴
覚

室（
閲
覧
室
と
兼
用
）が
開
設
さ
れ
た
。

２　

学
校
体
制
の
整
備

⑴　

飯
野
保
校
長
の
就
任

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）二
月
十
六
日　

李
子
校
長

の
逝
去
の
後
を
う
け
て
、
戦
後
の
復
興
の
中
心
と
し
て
尽

力
し
た
飯
野
保
主
事
が
三
代
目
校
長
と
し
て
就
任
し
た
。

昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）の
生
徒
会
誌
『
跡
見
』
に
寄

せ
ら
れ
た
「
所
感
」
の
一
文
は
、
半
世
紀
を
経
た
今
日
で

は
あ
る
が
、
世
界
が
少
し
も
進
捗
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
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え
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
海
外
の
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
同
民
族

相
食は

む
よ
う
な
こ
と
は
お
互
い
に
や
め
て
和
親
の
心

で
平
和
な
成
果
は
作
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
局

部
局
部
の
争
い
が
遂
に
は
世
界
の
大
戦
の
導
火
線
と

な
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
人
類
は
永
久
の
平
和

と
幸
福
を
ね
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方

で
は
大
国
と
称
す
る
国
々
は
争
っ
て
世
界
を
破
滅
に

導
く
よ
う
な
危
険
な
核
兵
器
の
研
究
に
あ
け
く
れ
し

て
、
こ
の
危
険
き
わ
ま
り
な
い
兵
器
を
互
い
に
懐
に

い
だ
い
て
居
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兵
力
の
平
均
が
保

た
れ
て
世
界
の
平
和
が
維
持
さ
れ
る
の
だ
と
言
い
つ

つ
、
大
気
や
公
海
を
汚
染
し
て
世
界
人
類
の
生
命
が

損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
敢
え
て
し
て
居
り
ま
す
。

願
わ
く
は
こ
の
力
を
人
類
永
遠
の
幸
福
の
た
め
平
和

利
用
に
き
り
か
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
大
国

の
指
導
者
た
ち
は
相
計
ら
っ
て
世
界
の
福
祉
を
考
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
は
花
蹊
先
生
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
生
は
熱
心
な
観
音
信
仰
家
で
あ
り
ま
し

た
。
先
生
の
観
音
信
仰
の
お
心
は
、
慈
悲
と
衆
生
済

度
と
女
性
の
柔
和
の
相
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

慈
悲
と
は
「
抜
苦
与
楽
」
の
精
神
で
、
人
の
苦
し

み
を
ぬ
い
て
人
に
楽
し
み
を
与
え
る
心
で
愛
情
の
世

界
に
生
き
る
心
で
あ
り
ま
す
。
次
に
「
衆
生
済
度
」

の
精
神
で
先
生
は
観
音
菩
薩
の
よ
う
な
心
で
子
女
の

教
育
を
し
て
行
き
た
い
と
い
う
お
心
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
先
生
の
教
育
に
対
す
る
数
々
の
お
歌
の
中

か
ら
一
首
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
お
心
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

わ
が
命
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
を
し
へ
草
を
し
へ
て
や

ま
じ
実
を
結
ぶ
ま
で

ま
た
先
生
は
教
育
家
と
し
て
現
世
だ
け
で
な
く
来

世
も
教
育
家
で
あ
り
た
い
と
願
う
ほ
ど
生
徒
を
愛
し

教
育
に
熱
心
で
し
た
。
辞
世
の
お
歌
に
、

お
の
れ
来
む
世
も
ま
た
教
育
家
と
生
ま
れ
い

で
ん
こ
と
を
ね
が
ひ
て

ま
た
も
来
て
教
へ
の
道
の
花
ざ
く
ら
や
ま
と
こ
こ

ろ
の
春
に
な
さ
ば
や

と
も
詠
ん
で
居
ら
れ
ま
す
。
女
性
の
柔
和
の
相
に
つ

い
て
は
、
常
に
女
性
は
外
は
優
し
く
内
は
し
っ
か
り

し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
わ
れ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

飯
野
保
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面
で
容
易
で
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
当
面
の
方
策
と
し

て
将
来
に
お
け
る
目
的
実
現
の
構
想
を
中
心
と
し
つ
つ
、

ま
ず
「
教
室
の
増
加
」
を
行
う
事
に
し
た
。
そ
し
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
・
建
坪
二
九
〇
坪
、
普
通
教
室

六
、
研
究
室
二
、
屋
上
使
用
可
能
で
、
ガ
ラ
ス
窓
を
大
き

く
し
た
明
る
い
校
舎
が
二
号
館
と
し
て
完
成
し
た
。
昭
和

三
十
一
年
度
の
高
校
三
年
生
が
使
用
を
開
始
し
た
。
昭
和

三
十
二
年（
一
九
五
七
）に
は
割
烹
室
の
拡
充（
流
し
台
・

調
理
台
・
コ
ン
ロ
台
ユ
ニ
ッ
ト
一
〇
組
な
ど
）や
図
書
室

の
整
備（
照
明
度
の
増
大
と
室
内
換
気
の
機
械
化
）が
行
わ

れ
た
。
ま
た
こ
の
年
は
、
先
の
臨
海
施
設
鵜
原
寮
に
つ
い

で
、
北
軽
井
沢
に
高
原
施
設
と
し
て
浅
間
寮
の
落
成
を
実

現
さ
せ
た
。
そ
の
五
年
後
に
は
、
教
育
活
動
を
目
的
と
し

て
浅
間
山
麓
に
一
〇
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
余
の
土

地
を
購
入
し
高
原
施
設
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

大
塚
校
地
で
は
花
蹊
、
李
子
の
居
宅
で
あ
っ
た
成
蹊
館

を
移
転
し
て
、
そ
こ
に
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
壁
体
の
音
響
効
果

に
優
れ
た
体
育
館
を
新
築
し
た
。
同
時
に
隣
接
す
る
某
氏

所
有
の
土
地
約
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
購
入
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
移
転
、
正
門
通
路
脇
バ
ラ
柵
の
撤
去
な
ど
と
併

せ
て
運
動
場
の
拡
張
に
つ
な
げ
た
。

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）に
は
「
教
室
増
加
」
の
一

昭
和
三
十
一
年
三
月
完
成
し
た
二
号
館

二
号
館
屋
上
か
ら
の
眺
め
。
前
方
は
旧
外
務
省
研
修
所
。

現
在
の
拓
殖
大
学

⑵　

施
設
の
整
備

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）は
創
立
八
〇
年
と
李
子
校
長

米
寿
が
重
な
る
喜
び
に
際
会
し
て
、
先
の
項
で
も
記
し
た

「
大
綱
」
を
具
体
的
に
推
進
し
て
行
く
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
っ
た
。
当
初
の
目
標
は
施
設
面
に
お
い
て
中
学
校
と
高

等
学
校
を
分
離
し
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
資
金



120第二部　新しい学制のもとでの展開121 二　中等教育機関としての成果

環
と
し
て
一
号
館
別
館
三
階
を
四
階
に
建
て
増
す
工
事
が

行
わ
れ
た
。
教
室
六
、
職
員
室
一
、
研
究
室
一
が
完
成
し
、

昭
和
四
十
年
度
高
校
二
年
生
が
使
用
を
開
始
し
た
。

昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）に
は
、
外
国
人
講
師
の
採

用
に
併
せ
て
、
英
語
学
習
の
充
実
、
向
上
を
は
か
る
べ
く

五
四
ブ
ー
ス
か
ら
な
る
Ｌ
Ｌ
教
室
が
完
成
し
た
。

⑶　

昭
和
三
十
年
代
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂

昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

は
、
占
領
下
の
特
別
事
情
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
独
立
後
、
ま
ず
小
・
中
学
校
の
社
会
科
の
改
訂
問

題
が
起
り
、
昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）に
道
徳
教
育
、
地

理
、
歴
史
教
育
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
改
訂
が
行
わ
れ

た
。跡

見
学
園
で
は
昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）か
ら
道
徳
、

特
別
教
育
活
動
が
各
一
時
間
ず
つ
学
年
毎
に
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
で
英
語
が
一
時
間
減
、
習
字
一
時
間
が
な
く
な

っ
た
が
、
習
字
は
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）に
復
活
し

た
。そ

の
後
文
部
省
は
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
の
教
育
課
程

審
議
会
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
、
小
学
校
と
あ
わ
せ
て
中

学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
、
同
年
十
月
文
部
省
告

示
を
も
っ
て
公
示
し
た
。
改
訂
の
要
点
は
道
徳
の
時
間
を

設
定
す
る
こ
と
、
基
礎
学
力
の
充
実
、
地
理
・
歴
史
教
育

の
改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
学
習
指

導
要
領
は
、
移
行
措
置
を
へ
て
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
全

面
実
施
さ
れ
た
。

高
等
学
校
で
は
ま
ず
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）に
教

表
１　

昭
和
三
十
三
年
度
の
課
程
表
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育
課
程
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
訂
は
、
高
等
学
校

教
育
に
よ
り
計
画
性
を
持
た
せ
る
観
点
か
ら
、
従
来
の
広

範
な
選
択
制
を
廃
し
、
教
育
課
程
の
類
型
を
設
け
る
と
と

も
に
、
必
修
教
科
、
科
目
を
増
や
し
て
教
養
の
か
た
よ
り

を
少
な
く
す
る
こ
と
を
お
も
な
趣
旨
と
す
る
。

跡
見
学
園
で
は
こ
れ
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
が
昭
和
三

十
一
年
の
一
年
生
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
表
１
は
昭
和
三
十

三
年（
一
九
五
八
）の
課
程
表
で
あ
る
が
、
高
校
二
年
ま
で

は
単
一
の
コ
ー
ス
と
な
り
、
高
校
三
年
は
四
コ
ー
ス
に
分

れ
て
い
る
。
た
だ
し
翌
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）に
は

ほ
ぼ
Ａ
・
Ｄ
コ
ー
ス
を
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
と
し
、
Ｂ
・
Ｃ
の

コ
ー
ス
を
統
合
し
「
職
業
科
」
を
廃
し
て
Ｂ
コ
ー
ス
一
コ

ー
ス
に
ま
と
め
て
全
体
で
三
コ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

文
部
省
で
は
そ
の
後
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）十
月

に
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を
公
示
し
た
。
こ
れ
は
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
わ
た
っ
て
教
育
課
程
の
一
貫

性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
一
年
改
訂
の
趣
旨

を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
導
要
領

に
も
と
づ
く
教
育
課
程
は
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
第
一
学

年
か
ら
学
年
進
行
で
実
施
さ
れ
た
。

跡
見
学
園
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
教
育
課
程
委

員
会
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
三
十
三
年
公
示
の
中
学
校
学
習

指
導
要
領
お
よ
び
昭
和
三
十
五
年
公
示
の
高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
に
も
と
づ
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
を
行
っ

た
。
表
２
は
、
高
校
三
年
ま
で
の
す
べ
て
の
学
年
が
新
課

程
と
な
っ
た
昭
和
四
十
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

中
学
校
の
各
教
科
の
三
学
年
を
通
し
て
の
総
時
間
数
を
先

行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
た
と
え
ば
昭
和
三
十
五
年
度
）と
く

ら
べ
る
と
、
音
楽
・
美
術
が
各
六
時
間
か
ら
五
時
間
に
減

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
英
語
が
一
三
時
間
か
ら
一
五
時

表
２　

昭
和
四
十
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム



122第二部　新しい学制のもとでの展開123 二　中等教育機関としての成果

間
に
増
え
て
い
る
。

高
等
学
校
で
は
、
従
来
通
り
高
校
三
年
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
コ

ー
ス
に
分
れ
て
お
り
、
Ａ
コ
ー
ス
は
数
Ⅲ
、
物
理
Ｂ
を
履

修
す
る
理
科
系
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
国
語
の
多
い
文
科
系
、
Ｃ

コ
ー
ス
は
食
物
Ⅰ
を
選
択
し
、
数
学
の
少
な
い
コ
ー
ス
と
、

従
来
よ
り
も
コ
ー
ス
の
性
格
は
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
全
体
的
に
教
科
選
択
の
幅
も
幾
分
狭
く
な
っ
て
い
る
。

⑷　

修
学
旅
行

戦
後
の
混
乱
の
中
、
学
校
施
設
の
復
興
と
併
せ
て
、
校

外
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
昭
和

二
十
四
年（
一
九
四
九
）の
秋
に
は
早
く
も
高
校
三
年
生
で

修
学
旅
行
が
復
活
し
た
。
東
京
駅
か
ら
夜
行
列
車
に
揺
ら

れ
て
、
京
都
・
奈
良
へ
の
出
発
で
あ
っ
た
。
食
糧
事
情
が

悪
い
た
め
、
各
自
が
米
を
持
参
し
て
列
車
二
泊
、
旅
館
三

泊
の
旅
行
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）に
は

実
施
学
年
を
高
校
二
年
生
に
移
し
、
三
列
車
に
分
乗
す
る

形
で
東
京
駅
を
早
朝
に
出
発
し
て
、
五
泊
六
日
の
日
程
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
代
に
は
「
ひ
の
で
」「
き
ぼ
う
」
と
い
っ
た
修
学
旅

行
専
用
列
車
を
利
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）三
月
一
日
、
前
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
併
せ
て
開
業
し
た
ば
か
り
の
東
海
道
新
幹

線
を
使
用
し
た
、
日
本
で
最
初
の
修
学
旅
行
が
本
校
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
が
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ

れ
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
京
都
・
奈
良
に

集
約
す
る
形
で
、
グ
ル
ー
プ
別
自
由
研
究
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
日
昇
別
荘
や
多
武
峰
観
光
ホ
テ
ル
を
拠
点
に
五
泊

六
日
の
旅
行
が
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）、
山
陽
新
幹
線
の
全
線
開
通

が
時
間
距
離
を
短
縮
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
和
学
習

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
広
島
ま
で
足
を
延
ば
す
こ
と
に

し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
の
見
学
や
、
被
爆
体
験
者
の
お

話
を
聞
く
機
会
な
ど
を
通
し
て
、
平
和
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
礎
に
な
っ
た
。
平
成
十
四
年
度
か
ら
こ
の
平
和
学
習

は
、
復
活
し
た
中
学
三
年
生
の
修
学
旅
行
と
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

遡
っ
て
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
昭
和
二
十
六
年（
一
九

五
一
）上
高
地
を
皮
切
り
に
、
東
北
方
面
の
旅
行
が
し
ば

ら
く
続
い
た
が
、
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）旅
館
の
食

事
が
原
因
で
発
生
し
た
食
中
毒
の
影
響
で
、
翌
年
か
ら
は

伊
豆
・
伊
勢
志
摩
な
ど
の
各
方
面
を
年
度
に
よ
っ
て
替
え

て
実
施
し
た
。
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昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）以
後
は
、
学
校
行
事
の
見

直
し
の
な
か
で
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
中
止
と
な
り
、
代

わ
っ
て
自
然
教
室
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑸　

横
田
正
次
校
長
の
就
任

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）跡
見
女
学
校
に
奉
職
し
て
間

も
な
く
、召
集
さ
れ
戦
地
に
赴
い
た
。
昭
和
二
十
三
年（
一

九
四
八
）再
び
跡
見
に
戻
り
、
生
徒
部
長
・
教
務
部
長
・

主
事
の
要
職
を
経
て
、
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）九
月
、

飯
野
校
長
の
後
を
う
け
て
四
代
目
校
長
と
し
て
就
任
し
た
。

慈
悲
に
富
ん
だ
人
柄
で
日
ご
ろ
の
訓
話
や
文
章
に
、
そ
の

こ
と
が
よ
く
現
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）の

創
立
一
〇
〇
年
を
記
念
す
る
生
徒
会
誌
『
跡
見
』
に
寄
せ

ら
れ
た
「
創
立
百
年
に
思
う
こ
と
」
の
一
文
を
掲
げ
る
。

跡
見
が
今
日
の
名
実
を
成
す
に
至
る
ま
で
の
百
年

の
間
に
は
、
幾
多
の
困
難
な
事
態
が
あ
り
、
し
か
も

こ
れ
を
克
服
さ
れ
た
偉
大
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
の

は
、
花
蹊
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
余
多
旧
師
の
聡

明
な
御
見
識
と
教
育
愛
、
ま
た
こ
れ
を
よ
く
理
解
し

支
え
ら
れ
た
先
輩
各
位
の
英
知
と
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
私
ど
も
は
心
か
ら
の
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

戦
後
焦
土
の
な
か
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
我
が
国
は
、

国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
経
済
の
驚
異
的
な
発
展
を

と
げ
た
が
、
も
の
の
豊
か
さ
を
求
め
る
に
急
で
、
豊

か
な
自
然
と
心
の
素
直
さ
を
失
う
に
至
っ
た
。
人
は

ま
ず
己
を
主
に
し
て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
忘

跡
見
生
の
新
幹
線
で
の
出
発
を
報
じ
る
、
当
日
の
東
京
新
聞
夕
刊
紙
面
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れ
、
自
ら
の
主
張
を
尊
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ
と
相

反
す
る
も
の
を
排
撃
し
、
独
善
と
傲
慢
の
中
に
己
を

失
っ
た
。
物
を
得
て
心
を
失
い
、
物
の
乏
し
さ
に
お

の
の
き
、
自
然
を
失
っ
た
心
の
澱
に
愕
然
と
す
る
。

す
べ
て
は
求
め
す
ぎ
た
が
た
め
の
反
動
で
あ
り
、
人

は
今
こ
れ
を
混
迷
の
世
と
い
う
。

荘
子
に
「
美
し
き
こ
と
の
成
る
は
久
し
き
に
在
り
、

悪
し
き
こ
と
の
成
れ
る
は
改
む
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

美
し
い
こ
と
が
成
就
さ
れ
る
に
は
長
い
時
間
を
要
し
、

悪
い
こ
と
は
一
度
で
き
あ
が
る
と
、
容
易
に
改
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
、「
迹

を
絶
つ
は
易
き
も
地
を
行
く（
あ
る
く
）こ
と
無
き
は

難
し
」
と
あ
り
、
混
乱
し
た
世
俗
の
風
潮
を
真
っ
向

か
ら
否
定
し
、
世
を
逃
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
難
し

く
は
な
い
が
、
混
迷
し
た
世
俗
に
生
き
な
が
ら
、
俗

塵
に
汚
さ
れ
ず
、
自
己
を
傷
つ
け
ず
に
生
き
ぬ
く
こ

と
は
む
ず
か
し
い
。

世
の
人
は
、
跡
見
の
伝
統
を
称
え
、
こ
れ
を
高
く

評
価
す
る
。
生
徒
会
活
動
も
、
あ
な
た
方
が
や
が
て

平
和
な
社
会
人
と
し
て
の
基
盤
と
な
る
道
徳
と
、
世

の
中
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
規
律
を
確
立
し
、

自
然
を
守
り
育
て
、
乏
し
き
に
耐
え
て
物
を
大
切
に

す
る
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
性
を
培
う
た
め
の
基

礎
作
り
に
あ
る
。
百
年
の
伝
統
を
、
己
の
肌
で
受
け

と
め
た
私
共
は
、
こ
の
栄
光
を
次
の
百
年
に
引
継
ぐ

た
め
の
決
意
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑹　

自
然
教
室
の
は
じ
ま
り

都
会
生
活
に
埋
没
す
る
生
徒
達
が
、
少
し
で
も
自
然
に

接
し
、
心
身
共
に
健
や
か
で
、
幸
せ
な
女
性
に
育
て
あ
げ

た
い
と
い
う
李
子
校
長
の
願
い
を
受
け
て
、
飯
野
保
主
事

が
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）の
あ
る
日
、
機
会
を
得
て

鵜
原
の
地
を
訪
れ
た
。
そ
の
折
、
人
の
素
朴
さ
と
「
理
想

郷
」
と
い
う
地
名
そ
の
ま
ま
の
自
然
の
仙
境
に
感
じ
入
っ

て
、
そ
こ
に
四
七
七
坪
の
土
地
を
得
た
と
い
う
。
直
ち
に

寮
の
建
築
に
と
り
か
か
り
昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）七
月

十
日
に
落
成
し
た
。
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で

短
大
生
・
高
中
生
徒
を
対
象
に
臨
海
指
導
が
行
わ
れ
た
。

八
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
の
合
宿
訓
練
で
使
用
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）か
ら
は
、
中
学
一
年
の
夏
季

行
事
・
臨
海
学
校
と
し
て
学
級
ご
と
に
三
泊
四
日
の
コ
ー

ス
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
高
地
に
も
教
育
活
動
の
適
地
を
求
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
昭
和
三
十
二
年
北
軽
井
沢
高
原
に
四
〇
〇
〇
坪
の

横
田
正
次
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土
地
を
得
た
。
白
樺
や
か
ら
松
に
囲
ま
れ
て
、
木
造
平
屋

コ
テ
ー
ジ
風
の
建
物
四
棟
が
林
間
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
と
し
て
完
成
し
た
。
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）か
ら

中
学
二
年
の
夏
季
行
事
・
林
間
学
校
と
し
て
学
級
ご
と
に

三
泊
四
日
の
コ
ー
ス
で
利
用
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
七

年（
一
九
六
二
）に
は
、
寮
の
南
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
所
に
、
教
育
活
動
の
多
角
的
な
運
営
を
目
途
と
し

て
、
三
万
二
〇
〇
〇
坪（
十
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
土
地
を
購
入
し
た
。
当
時
は
樹
木
の
多
く
は
低
木
で
、

南
に
大
浅
間
の
偉
容
が
迫
り
、
遠
く
北
に
は
白
根
・
吾
妻
・

四
阿
の
峻
峰
が
つ
ら
な
る
雄
大
な
景
観
が
展
望
で
き
る
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
。
社
会
科
で
は
、
活
火
山
浅
間
山
を

目
の
前
に
し
て
火
山
活
動
や
地
形
な
ど
の
学
習
。
理
科
で

は
、
誕
生
間
も
な
い
大
地
に
芽
生
え
た
植
生
か
ら
始
ま
る

サ
ク
セ
シ
ョ
ン
の
学
習
な
ど
、
多
角
的
に
活
用
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
行
事
が
、
昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）か

ら
の
「
自
然
教
室
」
の
始
ま
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

⑺　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
教
員
の
配
置

戦
後
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
育
に
は
ア
メ
リ
カ
の

影
響
が
大
き
く
あ
っ
て
、
生
徒
指
導（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）が
学

校
教
育
の
重
要
な
任
務
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
本
校

で
は
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）に
、
加
藤
幸
雄
教
諭
を
東

京
教
育
大
学
の
井
坂
行
雄
教
授
の
教
室
に
派
遣
し
て
、
一

年
間
の
研
修
を
さ
せ
た
の
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
設
置
の

始
ま
り
で
あ
る
。

開
設
と
同
時
に
多
く
の
生
徒
が
〈
相
談
〉
に
部
屋
を
訪

鵜
原
寮
で
の
一
日
の
始
ま
り

一
日
の
活
動
を
終
え
て
浅
間
寮
に
帰
着
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れ
た
。「
交
友
に
関
す
る
も
の
」「
将
来
・
進
路
に
関
す
る

も
の
」「
学
校
生
活
に
関
す
る
も
の
」「
自
己
に
関
す
る
も

の
」「
家
庭
に
関
す
る
も
の
」「
生
活
態
度
に
関
す
る
も
の
」

「
異
性
に
関
す
る
も
の
」
な
ど
の
〈
相
談
〉
が
主
の
も
の

で
あ
っ
た
。
面
談
は
予
約
制
だ
っ
た
が
、
待
ち
き
れ
ず
に
、

昼
休
み
な
ど
に
来
談
す
る
者
も
い
た
。

加
藤
は
、「
自
分
が
精
一
杯
生
き
よ
う
、
成
長
向
上
し

よ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
や
、
苦
悩
や
絶
望
に
と
ら
わ

れ
て
涙
し
て
訪
れ
る
人
、
そ
の
か
た
ち
こ
そ
異
な
れ
、
真

剣
に
〝
生
〞
に
と
り
く
ん
で
い
る
人
が
い
る
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
室
は
指
導
し
た
り
、
教
え
た
り
す
る
こ
と
を
主
と
し

て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
相
談
で
あ
る
。
自
分
の
中
に
あ

る
問
題
を
明
確
化
し
、
相
談
の
中
か
ら
自
分
が
自
分
の
こ

と
を
自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
援
助
す
る
の
が
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
室
の
仕
事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
各
学
年
に
一
人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
教
員
を

配
置
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
毎
年
教
育
大
で
の
研
修
が
続

け
ら
れ
た
。

⑻　

外
国
人
講
師
の
採
用

昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）に
は
、
日
本
が
高
度
経
済

成
長
の
波
に
乗
っ
て
、
物
の
豊
か
さ
に
浸
っ
て
い
る
時
代

で
あ
っ
た
。
本
校
に
お
い
て
は
、
戦
後
最
初
の
外
国
人
講

師
を
採
用
し
た
年
と
な
る
。
外
国
人
講
師
の
採
用
は
、
教

科
と
し
て
の
英
語
の
指
導
の
み
な
ら
ず
、
国
際
化
時
代
の

視
点
に
立
っ
た
幅
広
い
物
の
見
方
が
教
授
さ
れ
た
。
昭
和

四
十
七
年（
一
九
七
二
）三
月
ま
で
教
壇
に
立
っ
た
ア
ン
・

ヘ
ー
リ
ン
グ
は
、
歴
史
教
育
の
中
で
、
世
界
平
和
を
築
く

た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
現
代
史
」
の
学
習
不
足
を
指
摘
し

た
う
え
で
、
跡
見
生
に
対
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蚕
が
あ
た
た
か
い
繭
の
な
か
に
い
る
よ
う
に
こ
こ

で
勉
強
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ
の
あ
た
た
か
く
て
甘

い
雰
囲
気
以
外
の
こ
と
を
、
ま
た
は
皆
さ
ん
の
知
っ

て
い
る
世
界
の
中
に
あ
る
物
足
り
な
い
こ
と
を
よ
く

理
解
し
て
い
な
い
な
ら
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
っ

て
あ
る
意
味
で
は
社
会
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る

時
期
が
き
た
時
に
そ
の
欠
陥
が
害
に
な
る
で
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
問
題
、
婦
人
問
題
、
人
種
差
別
問
題
、
自

然
保
護
及
び
公
害
問
題
、
選
挙
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り

意
識
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
温
室
育
ち
を
や
め
て
こ

れ
か
ら
一
人
前
の
人
間
と
し
て
、
こ
の
世
の
矛
盾
を

少
し
で
も
な
く
す
よ
う
努
力
し
て
下
さ
い
。

与
謝
野
晶
子
と
花
蹊
先
生
は
、
あ
る
意
味
で
は
全

く
対
照
的
な
女
性
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
変
な
努
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力
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い

ま
す
。
花
蹊
先
生
の
よ
う
な
思
想
で

も
、
晶
子
の
よ
う
な
思
想
で
も
、
あ

る
い
は
全
く
違
う
思
想
で
も
む
ろ
ん

自
由
で
す
。
と
に
か
く
思
想
を
持
っ

て
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

（『
跡
見
』
一
六
号
）

昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）に
は
ソ
ニ

ー
の
機
種
を
使
用
し
た
五
十
四
の
ブ
ー
ス

か
ら
な
る
Ｌ
Ｌ
教
室
が
完
成
し
、
外
国
人

講
師
の
招
聘
と
合
わ
せ
て
そ
の
後
の
英
語

教
育
に
見
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
た
。

⑼　

生
徒
会
最
初
の
選
挙

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）生
徒
会
の

発
足
以
後
、
会
則
・
組
織
の
整
備
が
委
員

の
自
治
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、
能
動
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の

な
か
で
、
会
長
・
副
会
長
選
挙
の
変
遷
に

つ
い
て
以
下
に
記
し
て
お
く
。

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
生
徒
委
員
と
ク
ラ
ブ
生
徒
委
員
か
ら

な
る
合
同
協
議
会
で
互
選
す
る
間
接
選
挙
制

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）

運
営
委
員
会
・
ク
ラ
ブ
委
員
会
・
監
査
委
員
会
の
各

委
員
長
と
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
長
と
か
ら
な
る
審

議
委
員
会
で
互
選
す
る
間
接
選
挙
制

昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）

会
則
改
正
に
よ
り
会
員
に
よ
る
立
候
補
制
を
原
則
と

し
た
が
、
結
果
は
中
央
委
員
会
で
互
選
す
る
間
接
選

挙
制

昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）

直
接
選
挙
制
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ

た
が
、
時
期
尚
早
と
し
て
、
学
年
役
員
会
で
の
互
選

に
よ
る
間
接
選
挙
制
。
し
か
し
当
時
の
会
長
か
ら
、

自
分
が
会
員
一
人
一
人
か
ら
本
当
に
支
持
さ
れ
て
い

る
か
否
か
と
い
う
疑
念
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
直
接
選
挙
制
を
導
入
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ

た
。

昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）

十
一
章
四
十
九
条
か
ら
な
る
選
挙
規
則
と
選
挙
管
理

委
員
会
細
則
を
制
定
し
、
推
薦
立
候
補
制
に
よ
る
直

昭
和
四
十
二
年
完
成
し
た
Ｌ
Ｌ
教
室
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
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接
選
挙
制
に
改
め
た
。

該
当
学
年
に
お
け
る
選
挙
権

所
有
者
の
規
定
数
の
推
薦
署

名
を
得
た
立
候
補
者
が
、
各

自
の
所
信
を
も
っ
て
立
候
補

し
、
会
員
が
直
接
会
長
・
副

会
長
を
選
挙
す
る
方
法
が
初

め
て
採
ら
れ
た
。

こ
の
昭
和
三
十
六
年
の
選

挙
制
度
が
で
き
上
が
っ
た
頃

は
、
他
校
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
く
、
立
案
・
作
成
し

た
生
徒
達
も
立
派
な
も
の
が
で
き
た
と
誇
り
に
思
っ
た
。

し
か
し
、
四
、
五
年
に
し
て
、
立
候
補
者
の
減
少
と
い
う

大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑽　

生
徒
の
活
動
Ａ

以
下
に
生
徒
の
活
動
の
記
録
を
校
外
で
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
の
み
に
つ
い
て
列
記
し
て
み
た
。
こ
こ
に
記
し
た

も
の
以
外
に
も
優
れ
た
活
動
は
多
々
あ
る
が
、
次
の
機
会

ま
で
に
整
備
し
た
も
の
を
作
成
す
る
足
が
か
り
に
な
れ
ば

と
思
い
列
記
す
る
に
と
ど
め
た
。
昭
和
三
十
年（
一
九
五

五
）か
ら
昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）ま
で
を
Ａ
、
昭
和

四
十
六
年（
一
九
七
一
）か
ら
昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）ま

で
を
Ｂ
の
項
に
記
し
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
部
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
テ
ニ
ス
部
は

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
バ
ス
ケ
部
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

◎
印
は
個
人
を
表
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）

テ
ニ
ス
部　

全
日
本
高
等
学
校
軟
式
庭
球
選
手
権
大

会
東
京
代
表

ソ
フ
ト
部　

国
民
体
育
大
会
予
選
南
関
東
大
会
東
京

代
表

昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）

ソ
フ
ト
部　

全
日
本
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
東
京
代
表

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）

バ
ス
ケ
部　

東
京
都
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

新
人
戦
優
勝

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
内
藤
久
美
子
）

昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）

ソ
フ
ト
部　

私
学
祭　

中
学
の
部
で
優
勝

昭
和
三
十
七
年
に
行
わ
れ
た
立
会
演
説
会
の
風
景
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昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）

卓
球
部　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表（
水
越
さ
く
え
）

国
民
体
育
大
会
東
京
代
表（
中
村
良
子
）

ソ
フ
ト
部　

東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

夏
季
大
会
優
勝

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）

卓
球
部　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表国
民
体
育
大
会
東
京
代
表（
中
村
良
子
）

ソ
フ
ト
部　

私
学
祭　

全
国
大
会
東
京
代
表

昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）

理
化
部
物
理
班　

日
本
学
生
科
学
賞
中
央
審
査
一
等

賞

卓
球
部　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表（
中
村
良
子
・
浜
治
恵
）

国
民
体
育
大
会
東
京
代
表（
中
村
良
子
）

昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）

卓
球
部　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表（
浜
治
恵
）

国
民
体
育
大
会
東
京
代
表（
浜
治
恵
）

バ
ス
ケ
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表

理
化
部
化
学
班　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最

優
秀
賞

昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

卓
球
部　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表（
浜
治
恵
・
加
藤
マ
リ
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

浜
優
勝
）

バ
ス
ケ
部　

関
東
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
優
勝

理
化
部
化
学
班　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最

優
秀
賞

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）

バ
ス
ケ
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）

バ
ス
ケ
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ベ
ス
ト

８
に
入
る

◎ 

全
国
教
育
美
術
展
デ
ザ
イ
ン
部
門
特
選

入
賞

昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）

バ
ス
ケ
部　

東
京
都
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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新
人
戦
優
勝

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
優
秀
賞

昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）

バ
ス
ケ
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最
優
秀

賞

◎ 

日
本
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会
優
勝

（
富
田
千
勢
子
）

◎ 

全
国
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

（
野
口
直
子
）

昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）

バ
ス
ケ
部　

高
等
学
校
関
東
大
会
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

観
世
寿
夫
の
指
導

中
学
・
高
校
生
の
活
動
と
し
て
は
珍
し
い
、
謡
曲
仕

舞
部
と
い
う
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。

花
蹊
・
李
子
も
た
し
な
ん
だ
と
い
わ
れ
る
演
能
の
世

界
を
識
る
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
初
め
、
縁

あ
っ
て
観
世
寿
夫
と
い
う
著
名
な
指
導
者
に
巡
り
会
う

こ
と
が
で
き
、
故
人
と
な
ら
れ
た
今
日
で
も
師
の
教
え

は
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

先
年
、
長
い
間
顧
問
で
あ
っ
た
徳
住
篤
が
ま
と
め
た

追
悼
文
集
が
あ
る
。そ
の
中
に
師
が
生
徒
に
贈
っ
た「
真

の
花
」
と
題
し
た
一
文
が
あ
る
。

『
風
姿
花
伝
』
の
中
で
世
阿
弥
は
、
時
分
の
花

と
か
、
盛
り
の
花
と
か
、
老
後
の
花
と
か
色
々
な

表
現
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
の
年
齢
と

か
芸
位
に
よ
る
花
の
種
類
を
現
し
た
も
の
で
す
が
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
散
る
こ
と
の
な
い
本
当
の
花
を

「
真
の
花
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

能
に
お
け
る
芸
位
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
人
生

に
お
い
て
も
、様
々
な
花
を
ふ
ま
え
て
「
真
の
花
」

に
到
達
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

と
あ
り
ま
す
。
我
々
地
球
人
は
何
を
目
標
に
活
動
を
続

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

散
る
こ
と
の
な
い
「
真
の
花
」
を
求
め
た
歩
み
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
。
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表

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最
優
秀

賞

昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）

バ
ス
ケ
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
五
回
出

場
に
よ
り
東
京
都
高

校
体
育
連
盟
よ
り
表

彰
を
受
け
る

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

卓
球
部　
　

関
東
高
校
卓
球
選
手

権
大
会
東
京
都
代
表

（
安
藤
裕
子
・
中
村

利
津
子
）

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東

京
都
審
査
最
優
秀
賞

◎ 
全
日
本
ス
ク
ー
ル
デ

ザ
イ
ン
作
品
メ
キ
シ

コ
・
中
南
米
展
協
会

長
賞
受
賞

⑾　

運
動
会

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）榎
の
大

木
を
真
ん
中
に
し
た
中
庭
に
、
チ
ョ
ー

ク
で
線
引
き
を
し
て
始
ま
っ
た
の
が
戦
後
最
初
の
運
動
会

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）、
校
庭
の
拡
張

に
併
せ
て
、
そ
れ
ま
で
秋
に
行
わ
れ
て
い
た
運
動
会
が
春

に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
年
は
短
期
大
学
学

生
も
一
緒
に
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
演
目
の
中
で

も
、
各
学
年
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
集
団
演
技（
ダ
ン
ス
）は
、

日
頃
の
生
徒
の
体
育
活
動
に
加
え
、
創
造
性
・
協
調
性
を

培
う
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
毎
年
最
終
の
演
目
と
な
る

高
校
三
年
生
の
演
技
は
、
演
じ
る
者
だ
け
で
な
く
、
観
て

い
る
者
を
魅
了
す
る
熱
気
が
感
じ
ら
れ
、
終
演
と
同
時
に

校
庭
を
し
ば
し
の
感
動
が
ひ
た
走
る
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）か
ら
は
、
伝
統
校
に
学
ぶ

乙
女
た
ち
の
躍
動
美
を
示
そ
う
と
「
仮
装
行
列
」
が
登
場

し
た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
は
、
時
に
教
員
の
参
加

も
あ
っ
て
満
場
の
喝
采
を
浴
び
た
。
こ
の
頃
、
入
場
行
進

や
選
手
宣
誓
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
運
動
会
の
開
始
を

よ
り
厳
か
な
も
の
に
し
た
。

昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）に
は
、
高
校
三
年
生
の
吉

田
和
代
・
村
井
美
和
子
・
松
本
え
り
子
の
作
詞
、
磯
野
恵

美
子
の
作
曲
に
よ
る
「
運
動
会
の
歌
」
が
、
薫
風
そ
よ
ぐ

大
空
の
下
で
斉
唱
さ
れ
た
。
こ
の
歌
は
体
育
祭
と
し
て
秋

に
行
事
が
移
っ
て
か
ら
も
、
若
さ
み
な
ぎ
る
校
庭
で
歌
い

昭
和
四
十
年
八
月
、
軽
井
沢
で
合
宿
中
、
皇
太
子
殿
下（
現
天
皇

陛
下
）と
談
笑
す
る
卓
球
部
員
と
顧
問
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継
が
れ
て
い
る
。「
学
級
別
仮
装
行

列
」は
、昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）

「
学
園
祭
」
と
し
て
文
化
祭
・
体
育

祭
が
、
秋
の
同
時
期
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
中
止
さ
れ
た
。
代
わ

っ
て
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
競
走
・

五
〇
メ
ー
ト
ル
競
走
と
い
っ
た
個
人

競
技
が
種
目
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
が
大
い
に
引

き
出
さ
れ
た
。

⑿　

音
楽
会

本
校
の
教
育
目
標
の
一
つ
に
「
豊

か
な
情
操
を
も
つ
こ
と
」
が
あ
る
。

素
直
に 

〝
良
い
も
の
は
良
い
〞〝
美

し
い
も
の
は
美
し
い
〞
と
思
え
る
人

間
に
育
む
た
め
に
、
様
々
な
行
事
が

あ
る
。
昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

六
月
十
七
日
文
京
公
会
堂
で
始
め
ら

れ
た
「
音
楽
会
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）で

三
六
回
目
を
迎
え
る
。
毎
年
質
の
高

い
本
物
の
音
楽
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
情
操
の
一
面
が
養
わ
れ
て
き
た
。
と
き
に
は
生
徒

自
身
が
舞
台
に
あ
が
っ
て
演
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
創
造
の

機
会
も
与
え
ら
れ
た
。

こ
こ
に
初
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
覧
を
掲
げ
て
当
時
を

振
り
返
っ
て
み
る
。

世
界
的
フ
ル
ー
ト
奏
者
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
パ
ル
や
、
日

本
を
代
表
す
る
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
江
藤
俊
哉
、
ピ
ア
ノ
奏

者
園
田
高
弘
等
の
名
前
が
あ
る
。

⒀　
「
紫
の
あ
と
」
の
上
演

昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）初
頭
、
明
治
百
年
「
道
を

き
り
ひ
ら
い
た
女
性
展
」
が
新
宿
の
京
王
百
貨
店
で
開
催

さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、跡
見
花
蹊
を
は
じ
め
、三
宅
花
圃
・

森
律
子
ら
跡
見
関
係
者
の
も
の
も
多
く
展
示
さ
れ
た
。

音
尾
事
務
局
長
は
松
竹
本
社
を
訪
ね
て
「
花
蹊
伝
」
の

劇
化
を
し
た
い
と
い
う
学
校
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

了
承
さ
れ
当
時
の
中
屋
演
劇
部
長
の
も
と
で
企
画
が
進
め

ら
れ
た
。
同
四
十
四
年
、矢
田
弥
八
作
演
出
「
紫
の
あ
と
」

と
し
て
新
橋
演
舞
場
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作

者
は
制
作
に
あ
た
っ
て
「
欠
点
が
見
出
せ
な
い
、
完
成
さ

れ
た
人
ほ
ど
ド
ラ
マ
に
な
り
に
く
い
」
と
言
っ
て
大
変
ご

苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
清
書
さ
れ
た
も
の
は
、

一
二
〇
枚
三
幕
六
場
・
一
時
間
四
五
分
に
及
ぶ
大
作
と
な

昭
和
五
十
七
年
の
運
動
会
で
高
校
三
年
生
が
演
じ
る
「
風
紋
」
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昭和33年以降の学年別集団演技の演目一覧表

中学１年 中学２年 中学３年 高校１年 高校２年 高校３年

昭和33 仰ぐ太陽 ミリタリーマーチ 縄跳び 花畑の朝 花火 さくら変奏曲

昭和34 メイポール 風を呼ぶ 聖火をかざして リズム体操 青葉の笛 美しき青きドナウ

昭和35 メイポール １と２ 五色の珠 この土 ドナウ河の漣 アルプスの瞳

昭和36 中止 中止 中止 中止 中止 中止

昭和37 オリンピックの歌 メイポール チューリップのワルツ ローレライ 青春の賦 春の海

昭和38 東京オリンピック 花をたたえて 森のあした 泉の歌 六段に寄せて コチロン

昭和39 クワイ河マーチ メイポール 花畑の朝 リズム体操 フラワー日本 黒田節

昭和40 漣 メイポール フラッグダンス リズム体操 ペルシャの市場にて 荒城の月幻想

昭和41 みんなで楽しく メイポール 田毎の月 タンホイザー行進曲 あかつきの海 吉野の春

昭和42 楽しく踊ろう メイポール 旗の体操 胡蝶の夢 組体操 海のあけくれ

昭和43 楽しく踊ろう メイポール プロムナード 花の歌 組立体操 須磨の浦

昭和44 青い山脈 花をたたえて 組体操 花の輪 タンブリング ダンス今昔

昭和45 フオークダンス メイポール 旗の体操 五色の珠 リズム縄跳び 荒城の月幻想

昭和46 フオークダンス メイポール プロムナード フラワー日本 組立波状運動 春を想う

昭和47 フオークダンス メイポール 二人組体操波状運動 花火 組立体操 竹打つ音

昭和48 フオークダンス メイポール 集団徒手体操 青春 組立体操 須磨の浦

昭和49 フオークダンス 花をたたえて 徒手体操 花の輪 ペルシャの市場 荒城の月幻想

昭和50 フオークダンス ダンスの今昔メドレー 花畑の朝 タンホイザー行進曲 組立波状体操 春の海

昭和51 フオークダンス メイポール １と２ そーらんくずし ペルシャの市場にて 吉野の春

昭和52 旗の体操 花をたたえて 二人組体操波状運動 乙女の祈り マスゲーム 須磨の浦

昭和53 フオークダンス 円と線の構図 波状運動 田毎の月 ペルシャの市場にて 海のあけくれ

昭和54 組体操波状運動 花をたたえて 五色の珠 体育祭79 碧空─バラが散った日 荒城の月幻想

昭和55 組体操波状運動 噴水 ファースト 花火 ペルシャの市場にて 春の海

昭和56 青い珊瑚礁 花をたたえて ニューヨーク 創作─夏・冬 Gather Way　動き出せ 吉野の春

昭和57 組体操 花をたたえて ラブミーテンダー 空の遊び ペルシャの市場にて 風紋

昭和58 パレード 花をたたえて カルメン前奏曲 Hooked on Ciassic 浜辺の智恵子 ボレロ

昭和59 響け太鼓 花をたたえて 気ままに
REFRECTION シルクロード幻想 ペルシャの市場にて 宇宙　Space Odyssey Ｗ

昭和60 棒体操 花をたたえて カドリール Assosiation ペルシャの市場にて 荒城の月幻想

昭和61 スペース 花をたたえて 美しき青きドナウ Variation 六段に寄せて 遥かなる世界へ

昭和62 フオークダンス 花をたたえて 組体操「青空に」 乙女の祈り ペルシャの市場にて 荒城の月幻想

昭和63 組体操 花をたたえて 若い時代 Girls Lets Dance ペルシャの市場にて ボレロ

平成１ 組体操・ドミノ・波 花をたたえて パレード ’89 なし ペルシャの市場にて 須磨の浦

平成２ 組体操 花をたたえて 美しき青きドナウ カドリール ペルシャの市場にて 荒城の月幻想

平成３ 翔べ大空へ 花をたたえて ファースト 森の風景 ペルシャの市場にて カルミナ・ブラーナ

平成４ 旗の体操 花をたたえて 五色の珠 ドナウ河の漣 ペルシャの市場にて 荒城の月幻想

平成５ オーレチャンプ 花をたたえて 美しき青きドナウ 新竹打つ音 ペルシャの市場にて ボレロ

平成６ 旗の体操 花をたたえて 乙女の祈り 華 ペルシャの市場にて Female─天地創造

平成７ 青い珊瑚礁 花をたたえて パレード ’95 ターミネーター ペルシャの市場にて ボレロ

平成８ 旗の体操 花をたたえて 体育祭 ’96 六段によせて ペルシャの市場にて カルミナ・ブラーナ

平成９ オーレチャンプ 花をたたえて 美しき青きドナウ 組立体操・波状運動 ペルシャの市場にて 天地創造

平成10 輪になって踊ろう 花をたたえて 竹打つ音 ブロック移動・人文字 ペルシャの市場にて ボレロ

平成11 翔べ大空へ 花をたたえて カドリール A明るくT楽しくG元
気よく ペルシャの市場にて 天地創造

平成12 5.6.7.8 花をたたえて 踊ろう！ジンギスカン 六段によせて ペルシャの市場にて カルミナ・ブラーナ

平成13 Believe 花をたたえて ロック・オン・
ザ・クロック ピンクレデイ2001 ペルシャの市場にて 天地創造

平成14 オーレチャンプ 花をたたえて 旗の体操 美しき青きドナウ ペルシャの市場にて ボレロ

平成15 響け太鼓 花をたたえて カドリール ロックソーラン節 ペルシャの市場にて 天地創造

平成16 旗の体操 花をたたえて カドリール ロックソーラン節 ペルシャの市場にて 大和祭宴

 「メイポール」と「花をたたえて」は同じ演技内容
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
と
も
に
演
じ
る
生
徒

期　日 内　　容 場　　所

45.　6.17
バリトン歌手田島好一の独唱を鑑賞。
第一回を記念して中高生・短大生・大学生の独奏、演奏
など

文京公会堂

46.12.　1 読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
べートーベンのピアノ協奏曲第５番 東京厚生年金会館

47.12.　5 読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
ベートーベンの交響曲第５番 東京厚生年金会館

48.11.30
読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
指揮ペーター・シュバルツ。メゾソプラノ梶井裕子（紫
朋会）

東京厚生年金会館

49.10.19 読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
指揮若杉弘。バイオリン　ネビル・タウィール 東京厚生年金会館

50.11.　5
創立百年
記念として

読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
第１部指揮セルジュ・ボド　バツハの管弦楽組曲第３番
ほか
第２部ジャン・ピエール・ランパル　フルートリサイタ
ル

東京厚生年金会館

51.11.　8 読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
指揮三石精一　音楽童話ピーターと狼　朗読岸田今日子 中野サンプラザホール

52.11.14 読売日本交響楽団の青少年のための名曲コンサート
指揮ラディスラフ・スロバーク。ピアノ高橋アキ 東京厚生年金会館

53.11.28 アムステルダム・シンタグマ・ムジクムの演奏
ペトルッチの1501年の曲集より 日比谷公会堂

54.11.　2 二期合唱団青少年コンサート
オペラ　カルメン　ハイライト　高校音楽選択者出演 東京文化会館

55.11.29
日本ニューフィルハーモニー管弦楽団　指揮福田一雄
バイオリン江藤俊哉　メンデルスゾーン　バイオリン協
奏曲　

新宿文化センター

56.11.24 東京都交響楽団　指揮佐藤功太郎
ピアノ園田高弘　ベートーベン　ピアノ協奏曲５番 東京文化会館

音楽会の初期のプログラム
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態
に
対
処
す
る
た
め
教
育
内
容
の
刷
新
・
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
文
部
省
は
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

い
て
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
作
業
を
進
め
、
中
学
校
に
関

し
て
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
公
示
し
た
。

改
訂
の
基
本
方
針
は
、
⑴
望
ま
し
い
人
間
形
成
の
上
か

ら
調
和
と
統
一
の
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
を
図
る
こ
と
、

⑵
指
導
内
容
を
基
本
的
事
項
に
精
選
、
集
約
す
る
こ
と
、

⑶
生
徒
の
能
力
、
適
正
等
に
応
ず
る
教
育
の
徹
底
を
図
る

こ
と
、
⑷
始
業
時
間
に
つ
い
て
弾
力
的
な
運
用
を
図
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
指
導
要
領
は

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
全
学
年
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

高
等
学
校
で
は
進
学
率
の
上
昇
に
よ
り
生
徒
の
能
力
・

適
正
・
進
路
等
が
著
し
く
多
角
化
し
、
学
内
外
の
事
情
が

大
き
く
変
化
し
た
。
こ
こ
に
将
来
を
見
通
し
て
高
等
学
校

の
教
育
内
容
を
改
善
す
る
必
要
性
が
生
じ
、
昭
和
四
十
五

年
十
月
新
指
導
要
領
を
公
示
し
た
。
改
訂
の
要
点
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
⑴
必
修
教
科
、
科
目
の
種
類
お
よ
び
そ
の

単
位
数
を
削
減
、
⑵
「
数
学
一
般
」
の
女
子
必
修
化
、
芸

術
の
必
修
単
位
数
の
増
加
。
こ
の
教
育
課
程
は
同
四
十
八

年
度
の
第
一
学
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
導
要
領
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
跡
見
学
園

っ
た
。
出
演
者
は
新
派
の
幹
部
俳
優
、
市
川
翠
扇
・
安
井

昌
二
・
金
田
竜
之
助
ら
錚
々
た
る
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。
中

日
に
は
全
校
生
徒
の
鑑
賞
も
あ
っ
て
、
二
五
日
間
に
亘
る

興
業
は
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
。
千
秋
楽
に
は
関
係
者
に
大

入
り
の
祝
儀
袋
が
配
ら
れ
た
。

教
え
き
て　

花
の
こ
こ
ろ
の
面
影
を　

し
の
ぶ
夕
べ
は　

紫
の
あ
と

は
上
演
後
の
作
者
の
歌
で
あ
る
。

付
記
す
る
と
作
者
、
矢
田
弥
八
の
妻
・
娘

は
共
に
本
校
卒
業
生
。
俳
優
、
安
井
昌
二
の

妻
小
田
切
み
き
も
本
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
誠
に
縁
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

３　

教
育
内
容
の
充
実

⑴　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷

昭
和
三
十
年
代
、
科
学
技
術
の
革
新
や
経

済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
、
国
民
の
生
活
や

文
化
水
準
も
著
し
く
向
上
し
た
。
教
育
界
に

お
い
て
は
、
中
学
生
の
高
等
学
校
進
学
の
急

増
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
事

「
紫
の
あ
と
」　

中
央
が
花
蹊
を
演
じ
る
市
川
翠
扇
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の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
表
１
）を
見
る
と
、
ま
ず
中
学
校
に
お

い
て
は
各
学
年
の
総
時
間
数
が
三
五
時
間
か
ら
三
四
時
間

に
減
っ
て
い
る
。
特
に
削
減
さ
れ
た
の
は
社
会
科
で
、
三

年
間
総
時
間
数
が
一
三
時
間
か
ら
一
〇
時
間
に
減
り
、
学

級
活
動
が
な
く
な
っ
た
。
一
方
数
学
、
美
術
、
保
健
体
育

が
各
一
時
間
ず
つ
増
え
て
い
る
。

高
等
学
校
で
は
高
校
三
年
生
の
コ
ー
ス
が
細
分
化
さ
れ

て
お
り
、
Ａ
コ
ー
ス
は
理
科
系
、
B1
コ
ー
ス
は
食
物
Ⅰ
を

履
修
、
B2
、
B3
コ
ー
ス
と
も
に
文
科
で
あ
る
が
、
B3
は
数

学
演
習
、
理
科
な
ど
を
履
修
で
き
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
コ

ー
ス
の
き
め
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
各
コ
ー

ス
の
性
格
は
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
高
等
学
校
の
総
単
位
数
は
従
来
三
四
単
位
均
一
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
高
校
一
年
生
、
二
年
生
は
と
も
に
三

三
単
位
と
な
り
、
高
校
三
年
生
は
コ
ー
ス
な
い
し
は
科
目

の
選
択
次
第
で
二
九
単
位
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
五
十
年
代
に
は
学
習
指
導
要
領
の
大
幅
な
改
訂
が

行
わ
れ
た
。中
学
校
の
新
指
導
要
領
は
昭
和
五
十
二
年（
一

九
七
七
）七
月
二
十
三
日
に
公
示
さ
れ
、
移
行
期
間
を
経

て
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
今
回
の
改
訂
の
要
点
は
、
⑴
道
徳
教
育
や
体
育

を
一
層
重
視
し
、
人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
図

る
こ
と
、
⑵
各
教
科
の
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
確
実
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
⑶
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実

し
た
学
校
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
各
教
科
の
標
準
時
間

を
削
減
し
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に
即
し
て
そ
の
運
用
に

創
意
工
夫
を
加
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
特
に
い
わ

ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
提
唱
は
、
教
育
界
内
外
の
注
目

を
集
め
た
。

高
等
学
校
の
新
指
導
要
領
は
昭
和
五
十
三
年（
一
九
七

八
）八
月
三
十
日
に
公
示
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年（
一
九
八

二
）四
月
入
学
の
第
一
学
年
か
ら
学
年
進
行
で
適
用
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
指
導
要
領
は
次
の
よ
う
な
基

本
方
針
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
。
⑴
学
習
指
導
要
領
を

大
綱
的
基
準
に
と
ど
め
、
学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
教

育
課
程
の
編
成
と
実
施
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
学
校
の
自

主
的
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。
⑵
必
修
科
目
の
単
位

数
を
大
幅
に
削
減
し
、
選
択
科
目
を
中
心
と
す
る
教
育
課

程
が
編
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
⑶
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
卒
業
に
必
要
な
単
位
数

の
削
減
、
授
業
時
数
等
の
扱
い
の
弾
力
化
、
各
教
科
・
科

目
の
内
容
の
精
選
な
ど
を
行
っ
た
。
⑷
勤
労
の
喜
び
を
体

得
さ
れ
る
と
と
も
に
体
育
・
徳
育
を
重
視
す
る
。

跡
見
学
園
で
は
、
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）三
月
二
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十
二
日
に
教
育
協
議
会
よ
り
校
長
の
諮
問
に
答
え
て
、
本

学
園
の
教
育
課
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
実
現
可
能
な
も
の

の
方
向
付
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
の
答
申
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
本
学
園
の
「
期
待
す
る
人
間
像
」
の
形
成

に
関
し
て
「
知
情
を
高
め
、
情
操
を
み
が
く
。
自
ら
を
重

ん
じ
責
任
を
果
た
す
。
す
こ
や
か
な
身
体
と
合
理
的
精
神

を
養
う
。
勤
労
を
尊
び
奉
仕
に
つ
と
め
る
」
の
四
か
条
が

提
示
さ
れ
、
直
接
教
育
課
程
に
関
し
て
は
、
中
学
・
高
校

の
一
貫
性
を
よ
り
強
く
打
ち
出
す
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い

る
。具

体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
関
し
て
は
、
昭
和

五
十
年（
一
九
七
五
）五
月
十
五
日
に
教
育
課
程
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）

三
月
に
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
要
点
は
、
⑴
週
当
た
り

総
授
業
時
間
数
の
減
少
を
計
り
、
生
徒
の
負
担
を
軽
減
す

る
。
⑵
中
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
三

教
科
の
基
礎
学
力
の
充
実
を
計
る
。
⑶
高
校
に
お
い
て
は

進
路
と
能
力
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
選
択
性
を
採
用
す
る
。
そ

の
た
め
に
コ
ー
ス
の
性
格
を
明
確
に
す
る
。
⑷
コ
ー
ス
制

の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
高
校
二
年
よ
り
実
施
す
る
。

そ
の
後
教
務
係
を
中
心
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
表
２
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
表
に
お
い
て
、
特
に
高
校
二
年
、
三
年
の
各
科

目
に
お
い
て
選
択
の
幅
が
広
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
学
級

編
成
、
時
間
割
編
成
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
そ
こ

で
選
択
の
科
目
を
組
み
合
わ
せ
た
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
生
徒
に
選
択
さ
せ
る
パ
タ
ー
ン
化
な

ど
も
試
み
ら
れ
た
。

表
１　

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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⑵　

校
舎
増
築

念
願
で
あ
っ
た
跡
見
大
講
堂
の
建
設
は
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）、
よ
う
や
く
そ
の
機
が
熟
し
、「
大
塚
地
域

総
合
施
設
建
築
計
画
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
緒
に
つ
く
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
客
観
情
勢
と
校
内
事
情
は
大
講
堂

と
し
て
の
単
独
用
途
施
設
の
建
設
を
許
さ
ず
、
数
次
に
及

ぶ
企
画
の
変
転
を
経
て
、
講
堂
兼
体
育
館
と
学
園
統
括
管

理
機
関
た
る
法
人
棟
の
併
設
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が

第
一
期
建
設
で
あ
っ
た
。
同
四
十
六
年
七
月
二
十
四
日
の

吉
日
を
期
し
て
地
鎮
祭
を
行
い
、
翌
年
の
五
月
末
の
竣
工

を
目
指
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

斬
新
な
設
計
に
よ
る
構
造
・
色
調
の
講
堂
兼
体
育
館
は
、

二
階
席
を
併
せ
て
一
一
〇
〇
余
名
を
収
容
の
客
席
、
舞
台

間
口
一
八
メ
ー
ト
ル
・
奥
行
七
メ
ー
ト
ル
の
本
格
的
な
舞

台
規
模
で
あ
っ
た
。
体
育
館
と
し
て
み
れ
ば
、
木
床
、
縦

三
二
メ
ー
ト
ル
・
横
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
天
井
の
高
さ
八
メ

ー
ト
ル
の
場
内
は
機
械
換
気
と
調
光
機
能
を
加
え
優
れ
た

競
技
の
場
と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
白
亜
の
法
人
棟
と
と
も

に
そ
の
偉
容
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

第
一
期
建
築
計
画
完
了
に
伴
っ
て
第
二
期
建
築
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
八
年
度
実
施
の
高
等
学
校
・

中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
対
応
す
る
教
室
の
増

表
２　

昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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加
・
拡
充
を
主
目
的
と
し
、
併
せ
て
体
育
施
設
整
備
拡
充

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）

八
月
成
蹊
館
が
解
体
・
撤
去
さ
れ
た
跡
地
に
、
二
号
館
に

隣
接
す
る
形
で
新
校
舎
の
建
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
突

貫
工
事
で
進
め
ら
れ
翌
年
三
月
末
に
、
普
通
教
室
六
、
特

別
教
室
四（
調
理
・
洋
裁
・
絵
画
・
工
作
）と
そ
の
準
備
室

二
、
職
員
室
一
の
四
階
建
て
延
べ
面
積
一
五
二
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
が
完
成
し
た
。

引
き
続
き
三
号
館
と
し
て
あ
っ
た
木
造
の
旧
短
期
大
学
校

舎
を
解
体
・
撤
去
し
、
跡
地
に
高
等
学
校
・
中
学
校
専
用

の
体
育
館
が
建
築
さ
れ
た
。
鉄
骨
・
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト

屋
根
・
壁
構
造
、
床
面
積
五
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の

で
あ
っ
た
。

⑶　

学
園
祭

本
校
の
学
園
祭
の
原
点
は
、
創
立
時
の
「
成
蹊
館
女
生

徒
試
業
」
に
あ
る
と
三
代
目
校
長
飯
野
保
は
述
べ
て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）の
学
園
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

「
成
蹊
館
と
い
う
講
堂
の
正
面
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
書

か
れ
た
学
問
の
神
『
八
意
思
兼
神
』
と
い
う
神
号
を
か
か

昭
和
五
十
年
当
時
の
大
塚
校
舎
全
景
イ
本
館
ロ
四
階
に
建
て
増
し
し
た
別

館
ハ
中
高
体
育
館
ニ
高
二
校
舎
ホ
高
三
校
舎
ヘ
短
大
体
育
館
ト
短
大
校
舎

チ
跡
見
講
堂
リ
法
人
本
部
棟
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げ
て
、
生
徒
一
同
が
緋
の
袴
を
つ
け
て
整
列

し
、
幣
帛
を
奉
り
、
神
饌
を
供
え
、
花
蹊
先

生
が
祝
詞
を
よ
ま
れ
、
祭
典
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
祭
典
が
終
わ
る
と
多
数
の
来

賓
の
前
で
生
徒
は
国
語
漢
文
を
朗
読
し
た
り
、

講
義
を
し
た
り
、
ま
た
、
席
上
揮
毫
を
行
っ

た
り
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ

る
試
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
学
業
成
績
な

ど
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
が
今
日
の
学
園
祭

の
は
じ
め
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
寄
せ
て
い
る
。

戦
後
は
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）「
生

徒
会
ク
ラ
ブ
発
表
会
」
と
い
う
名
の
も
と
に

発
足
し
、
そ
の
後
、「
生
徒
会
発
表
会
」「
文

化
祭
」「
学
園
祭
」
と
い
ろ
い
ろ
名
称
を
変
え

な
が
ら
催
し
て
き
た
。

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）、
教
育
協
議

会
が
出
し
た
「
本
学
園
六
ヶ
年
学
校
行
事
お

よ
び
年
間
行
事
に
関
す
る
答
申
」
に
よ
る
と
、

「
従
来
春
の
運
動
会
を
、
秋
に
実
施
し
て
い

た
学
園
祭
に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
の
可

能
性
を
充
分
協
議
し
、
学
校
行
事
の
リ
ズ
ム

の
上
か
ら
二
つ
の
大
行
事
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
の

利
点
を
認
め
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年（
一
九

七
三
）か
ら
十
月
の
一
週
間
を
学
園
祭
と
し
て
、
生
徒
が

掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
前
半
を
文
化
祭
、
後
半
を

体
育
祭
と
し
て
実
施
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
の
学
園
祭
が
、
と
か
く
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
研

究
発
表
の
場
と
い
う
型
に
は
ま
っ
た
も
の
の
反
省
に
も
と

づ
い
て
、
有
志
参
加
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
風
潮
に
合
わ
せ
た
発
表
や
展

示
、
演
劇
、
模
擬
店
な
ど
活
気
あ
る
祭
典
と
な
っ
た
。
多

く
の
生
徒
達
が
、
自
ら
も
の
を
作
る
喜
び
や
、
難
し
さ
を

知
る
場
を
得
た
の
で
あ
る
。
毎
年
七
〇
〇
〇
人
を
越
え
る

参
観
者
を
迎
え
て
、
厳
し
い
評
価
を
受
け
な
が
ら
、
明
日

の
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷　

加
藤
幸
雄
校
長
の
就
任

横
田
正
次
校
長
の
辞
任
を
受
け
て
、昭
和
五
十
六
年（
一

九
八
一
）九
月
、
加
藤
幸
雄
が
選
出
さ
れ
、
第
五
代
校
長

に
就
任
し
た
。

加
藤
幸
雄
は
、
昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）に
国
語
科
教

員
と
し
て
奉
職
、
学
生
時
代
の
経
験
を
活
か
し
て
直
ち
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し
て
も
活
動
、
部
の
全
盛
時
代

を
築
い
た
。
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）に
は
、
教
育
協

昭
和
四
十
二
年
学
園
祭
当
日
の
正
門
風
景
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議
会
議
長
と
し
て
飯
野
校
長
の
諮
問
に
対
し
、
現
在
に
至

る
本
学
園
の
教
育
理
念
の
根
幹
と
な
る
答
申
案
を
ま
と
め

た
。校

長
就
任
後
は
、
私
学
教
育
研
究
所
私
学
経
営
研
究
会

会
長
、
東
京
女
子
教
育
懇
談
会
幹
事
、
全
国
普
通
科
高
等

学
校
長
会
常
務
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
私
学
の
発
展

に
尽
力
し
た
。
平
成
元
年（
一
九
八
九
）九
月
に
は
、
学
校

教
育
の
功
労
に
よ
り
東
京
都
知
事
か
ら
表
彰
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）一
月
に
は
全
国
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校
長

を
代
表
し
て
、
歌
会
始
の
儀
・
陪
聴
者
と
し
て
参
列
し
た
。

同
年
三
月
退
任
後
は
神
奈
川
県
の
白
鵬
女
子
高
等
学
校
の

懇
請
を
受
け
、
再
度
校
長
と
し
て
同
校
の
発
展
に
尽
力
し

た
。
加
藤
校
長
が
就
任
時
、
生
徒
会
誌
に
寄
せ
た
一
文
を

こ
こ
に
挙
げ
る
。

人
の
世
で
も
っ
と
も
大
き
な
喜
び
の
一
つ
は
、
よ

き
親
の
も
と
、
よ
き
師
に
出
遭
う
〝
邂
逅
〞
よ
ろ
こ

び
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
百
万
人
を
数
え
る
東
京

の
中
学
生
・
高
校
生
の
中
で
、
縁
あ
っ
て
跡
見
に
学

び
、
美
し
い
桜
の
校
章
を
胸
に
つ
け
る
千
七
百
名
の

跡
見
っ
子
た
ち
。
そ
の
だ
れ
一
人
を
と
っ
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
何
十
年
の
人
生
の
基
を
つ
く
る
大
切
な
時
、

小
さ
な
自
分
だ
け
の
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
と

ら
わ
れ
な
い
広
い
眼
と
心
の
ゆ
た
か
さ
を
も
っ
て
、

め
ぐ
り
逢
っ
た
人
々
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
事
ど
も
、
め

ぐ
り
あ
っ
た
書
物
や
、
果
て
し
な
い
青
空
、
そ
の
ま

ほ
ら
を
わ
た
る
白
雲
、
あ
る
い
は
一
輪
の
花
・
一
本

の
草
木
等
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
を
姿
を
、
自
分
の
心
の

糧
と
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
が
当
然
で
あ
る
と
思
う
心
か
ら
は
、
と
か

く
謙
虚
さ
と
感
動
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
も
の

の
奥
に
あ
る
心
や
本
当
の
姿
が
見
え
な
く
な
り
が
ち

で
す
。
心
静
か
に
す
な
お
な
も
の
の
見
方
を
感
じ
ら

れ
る
時
、
ふ
れ
あ
う
も
の
の
す
が
た
に
、
お
ど
ろ
き

を
感
じ
、
喜
び
と
感
謝
の
念
が
生
ま
れ
て
く
る
の
を

し
み
じ
み
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

⑸　

遠
足
・
校
外
授
業

戦
後
の
混
乱
の
中
、
遠
足
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
二
十

二
年（
一
九
四
七
）十
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
記

録
に
よ
る
と
一
年
生
が
深
大
寺
・
井
ノ
頭
公
園
、
二
年
、

三
年
が
観
音
峠
、
四
年
が
江
ノ
島
、
五
年
が
相
模
湖
、
専

攻
科
が
野
猿
峠
、
い
ず
れ
も
鉄
道
を
利
用
し
て
の
実
施
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
十
月
二
十
九
日
に
は
一
年
生
が
白
子
農

加
藤
幸
雄
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園
に
芋
掘
り
に
出
か
け
て
い
る
。
学
校
か
ら
農
園
ま
で
片

道
約
一
二
キ
ロ
の
距
離
を
、
途
中
一
軒
の
農
家
を
借
り
て

手
洗
い
休
憩
す
る
だ
け
の
強
歩
と
も
思
わ
れ
る
行
程
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
行
事
は
東
上
線
を
利
用
し
て
の
実

施
と
な
り
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）ま
で
続
い
た
。

遠
足
は
昭
和
二
十
年
代
は
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
同
三
十
年
代
は
春
の
運
動
会
、
秋
の
遠
足
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）か
ら
秋
に
学
園
祭

（
体
育
祭
・
文
化
祭
）が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
遠
足

は
再
度
春
に
移
行
し
た
。
例
年
、
学
年
に
よ
り
行
き
先
に

一
貫
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
花
蹊
の
歌
に
も
あ
る
、

群
れ
の
ぼ
る　

高
尾
の
山
の
杉
の
間
に

子
ら
が
り
ぼ
ん
の　

見
え
か
く
れ
す
る

の
高
尾
山
は
、
今
日
で
も
根
強
い
実
施
地
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
る
。

自
然
の
中
で
体
力
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
行
事
で
は
あ
る
が
、
交
通
手
段
の
発
達
で
実
施
地
は
遠

方
に
な
っ
た
が
、
内
容
は
必
ず
し
も
目
的
に
合
わ
な
く
な

っ
た
面
も
あ
る
。

教
科
活
動
の
一
貫
と
し
て
教
室
を
飛
び
出
し
、
自
然
の

中
の
生
活
体
験
や
文
化
遺
産
の
鑑
賞
・
研
究
な
ど
を
通
し

て
、
教
育
効
果
を
高
め
る
校
外
授
業
が
早
く
か
ら
取
り
入

れ
ら
れ
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
ま
と

め
て
列
記
し
て
お
く
。

国
語
科　

歌
舞
伎
鑑
賞　

文
楽
鑑
賞　

雅
楽
鑑
賞

能
・
狂
言
鑑
賞

社
会
科　

さ
き
た
ま
古
墳
群
見
学　

江
戸
東
京
博
物

館
見
学　

貨
幣
博
物
館
見
学　

東
京
地
方

裁
判
所
傍
聴

理　

科　

葛
西
臨
海
水
族
館
見
学　

鹿
島
研
究
所
見

学

芸
術
科　

小
石
川
植
物
園
写
生
会　

家
庭
科　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー　

江
戸
東
京
建
物
園
見

学

⑹　

自
然
教
室
の
推
移

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）、
学
内
に
設
け
ら
れ
た
教

育
協
議
会
は
「
学
校
行
事
は
情
操
教
育
の
実
践
の
場
」
と

し
て
、
特
別
教
育
活
動
の
一
領
域
と
し
て
の
位
置
付
け
を

明
確
に
示
し
た
。
そ
の
な
か
で
自
然
教
室
の
意
義
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
生
徒
に
と
っ
て
学
校
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
自
然
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
は
、
自
然
の
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美
、
自
然
の
き
び
し
さ
、
自
然
の
恵
み
な
ど
に
触
れ
、
自

然
と
人
間
と
の
対
話
の
場
を
与
え
る
。
こ
の
場
合
、
楽
し

く
且
つ
規
律
あ
る
集
団
生
活
を
基
盤
と
し
、
充
実
感
が
あ

り
、
協
同
性
が
あ
り
、
そ
し
て
計
画
性
も
あ
る
生
活
態
度

を
養
成
す
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
実
施
さ
れ
て
来
た
鵜
原
の
中
学
一
年

臨
海
学
校
、
北
軽
井
沢
の
中
学
二
年
林
間
学
校
、
中
学
三

年
修
学
旅
行
中
止（
昭
和
四
十
五
年
）後
の
赤
倉
の
自
然
教

室
に
一
貫
性
を
持
た
せ
て
「
自
然
教
室
」
と
し
て
の
目
的

と
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
。

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）、
浅
間
山
の
噴
火
活
動
が

活
発
に
な
っ
た
た
め
、
浅
間
寮
の
使
用
を
見
合
わ
せ
た
こ

と
を
受
け
て
、
こ
の
年
の
中
学
二
年
生
は
那
須
高
原
に
活

動
の
場
を
移
し
て
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
中
学
三
年

時
に
浅
間
寮
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
学

年
と
し
て
の
活
動
が
、
中
学
一
年
時
鵜
原
、
中
学
二
年
時

那
須
高
原（
昭
和
五
十
四
年
以
降
は
奥
日
光
丸
沼
高
原
）、

中
学
三
年
時
浅
間
高
原
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）か
ら
中
学
一
年
の
行
事
に
、

開
始
以
来
無
事
故
の
記
録
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
べ
く
、

水
泳
界
の
重
鎮
で
本
校
生
の
保
護
者
古
橋
広
之
進
の
協
力

を
得
て
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
導
入
を
決
定
し
実
施
し
て

い
る
。
中
学
二
年
は
、
丸
沼
高
原
ホ
テ
ル
を
宿
舎
と
し
て
、

鳩
待
峠
か
ら
尾
瀬
が
原
竜
宮
小
屋
ま
で
を
散
策
す
る
往
復

一
五
キ
ロ
の
歩
行
と
、
二
五
七
八
メ
ー
ト
ル
の
日
光
白
根

山
の
登
山
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
中
学
三
年
最
後
の
自

然
教
室
は
、
北
軽
井
沢
の
高
原
に
広
が
る
さ
わ
や
か
な
空

気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
を
通
し
て
、
自
然
と
人
間
の
あ
り
方
を
考
え
る
思
索

の
場
で
も
あ
っ
た（
平
成
十
五
年
以
降
、
総
合
平
和
学
習

と
し
て
修
学
旅
行
復
活
の
た
め
中
止
）。

⑺　

生
徒
会
規
則
の
改
定

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）に
生
徒
会
が
発
足
し
て
か

ら
、
今
日
ま
で
生
徒
は
自
ら
の
手
で
互
い
の
秩
序
を
保
ち

互
い
の
幸
福
を
増
進
し
て
い
く
事
を
意
図
し
て
、
充
分
な

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
活
動
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）に
、
会
員
と
の
交
流
を
よ

り
密
に
す
る
た
め
に
、
朝
の
生
徒
集
会
が
誕
生
し
た
。
昭

和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）に
、
直
接
選
挙
制
で
選
ば
れ
た

最
初
の
会
長
が
広
報
誌
『
い
ず
み
』
を
創
刊
し
情
報
の
提

供
に
つ
と
め
た
。
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）に
は
会
長

の
補
佐
役
と
し
て
書
記
局
を
設
置
し
、
会
員
の
声
を
よ
り

多
く
吸
収
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
講
演
会
を
開
い
た
り
、
投
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書
箱
を
設
け
た
り
、
親
睦
を
は
か
る
た

め
に
新
入
生
歓
迎
会
・
球
技
大
会
・
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
を
企
画
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
『
跡
見
』
や
『
い
ず
み
』

に
目
を
通
す
と
、
最
も
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
が
「
生
徒
会
と
は

何
か
」
で
あ
る
。
年
月
を
経
て
、
人
は

代
わ
れ
ど
制
度
・
組
織
は
不
変
で
あ
る
。

少
し
で
も
運
営
に
円
滑
さ
を
欠
き
、
活

動
が
滞
る
と
人
は
規
則
の
不
備
を
思
う

の
だ
そ
う
だ
。
不
備
は
改
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）ご
ろ
か

ら
会
則
改
正
の
動
き
が
出
て
、
昭
和
四

十
七
年（
一
九
七
二
）に
会
則
改
正
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年（
一

九
七
三
）に
本
格
的
な
審
議
に
入
っ
た
。

改
正
の
ね
ら
い
は
①
生
徒
会
は
生
徒
の

生
活
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
②
そ
の
組
織
は
会
員

に
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
成
文
化
さ
れ
た
も
の
が
現
在

も
適
用
さ
れ
て
い
る
生
徒
会
会
則
・
選
挙
規
則
な
ど
で
あ

る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
則
・
規
則
・
細
則
の
最
終
条
文

を
見
る
と
、
出
発
点
が
昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）で
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
則
を
も
っ
て
多
く

の
会
員
が
、
今
日
ま
で
年
々
歳
々
活
動
を
積
み
重
ね
、
よ

り
良
い
生
徒
会
を
築
く
た
め
の
努
力
を
し
て
き
た
の
で
あ

る
。

⑻　

生
徒
の
活
動
Ｂ

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）

ソ
フ
ト
部　

東
京
都
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

優
勝
・
私
学
大
会
優
勝

 

東
日
本
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
東
京
代
表

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最
優
秀

賞

◎ 

高
松
宮
杯
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

東
京
都
一
位

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）

卓
球
部　
　

全
国
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
東
京
代

表

ソ
フ
ト
部　

東
日
本
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
東
京
代
表

◎ 

全
国
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
優

先
輩
と
手
を
結
ぶ
新
入
生
歓
迎
会
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秀
賞（
野
村
由
利
）

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
柴
崎
尊
子
）

昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）

テ
ニ
ス
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
京
代

表

バ
ス
ケ
部　

東
京
都
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
優
勝

化
学
部　
　

日
本
学
生
科
学
賞
東
京
都
審
査
最
優
秀

賞

◎ 
ホ
ノ
ル
ル
市
長
杯
全
国
青
少
年
英
語
弁

論
大
会
高
校
の
部
三
位
入
賞（
柳
下
泰

子
）

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）

テ
ニ
ス
部　

全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
東
京
代
表

バ
ス
ケ
部　

関
東
高
校
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
東
京
代
表

昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協

会
会
長
賞
受
賞（
神
林
未
紀
）

昭
和
五
十
三
年（
一
九
七
八
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
五
百
木
恵
子
）

昭
和
五
十
四
年（
一
九
七
九
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
小
沢
加
美
）

昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）

◎ 

全
国
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

（
吉
田
仁
美
）

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
海
老
名
久
枝
）

昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）

ソ
フ
ト
部　

関
東
中
学
校
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

東
京
代
表

昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）

繊
維
工
芸
部　

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
会
長
賞
受
賞

（
合
作
）

⑼　

教
員
の
研
修

「
わ
が
国
の
地
理
的
位
置
あ
る
い
は
歴
史
的
関
係
が
、

優
れ
た
文
化
を
う
み
、
清
浄
な
関
係
を
守
り
、
千
年
二
千

受
賞
し
た
数
々
の
カ
ッ
プ
や
楯
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年
の
昔
の
文
献
を
正
し
く
読
み
、
正
し
く
理
解
す
る
『
言

魂
の
幸
は
ふ
国
』
と
し
て
国
民
の
誇
り
と
し
て
き
た
」
と

飯
野
保
は
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
お
か
れ
、

そ
の
こ
と
を
憂
い
た
国
語
科
教
員
が
、
国
語
科
研
究
会
を

発
足
さ
せ
『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
を
創
刊
し
た
の
が

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）八
月
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
各
教
科
・
個
人
に
お
い
て
も
、
授
業
内

容
の
充
実
や
専
門
分
野
の
探
求
が
進
み
、
研
究
日
の
設
定

に
つ
い
て
の
検
討
が
昭
和
三
十
五
年
に
始
ま
っ
た
。
当
初

は
申
請
者
の
な
か
か
ら
毎
年
一
日
研
究
日
を
数
名
、
半
日

研
究
日
を
五
〜
六
名
と
定
め
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭
和
四

十
七
年（
一
九
七
二
）か
ら
は
、
毎
年
半
数
の
専
任
教
員
が

一
日
研
究
日
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
日
研
究
日

が
生
徒
指
導
上
に
も
、
経
済
的
に
も
ま
っ
た
く
問
題
が
な

い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、「
個
々
の
責
任
に
お
い
て
そ

の
内
容
を
決
定
づ
け
、
明
日
の
発
展
に
つ
な
が
る
研
鑚
を

続
け
て
欲
し
い
」
と
研
究
日
の
設
定
に
尽
力
し
た
横
田
正

次
は
述
べ
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）九
月
に

匠
の
卵

日
本
刺
繡
と
い
う
昔
か
ら
の
伝
統
と
技
術
を
伝
え
る

「
匠
の
卵
」
が
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
繊
維

工
芸
部
で
あ
る
。
同
部
は
昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

の
発
足
当
初
か
ら
顧
問
で
あ
っ
た(

平
成
十
五
年
ま
で)

板
谷
春
子
教
諭
の
指
導
の
下
で
、
手
工
芸
美
術
展
で
は

毎
年
の
よ
う
に
大
賞
を
得
て
い
る(

生
徒
の
活
動
Ａ
・

Ｂ
参
照)

。

昭
和
四
十
八
年(

一
九
七
三)

、美
術
展
に
出
品
し
た

高
校
三
年
生
の
武
井
文
子
の
日
本
刺
繡
「
古
都
の
秋
」

が
、
当
時
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
仏
大
統
領
夫
人
の
主
催
し
た

「
日
本
の
総
合
美
術
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
展
覧
会
」
に
、

日
本
手
工
芸
文
化
協
会
の
推
薦
を
受
け
て
出
展
さ
れ
た
。

武
井
は
、
こ
の
展
覧
会
と
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
す
る
た
め
、
同
年
十

一
月
二
十
七
日
、
羽
田
空
港
か
ら
友
人
ら
に
見
送
ら
れ

渡
仏
し
た
。
作
品
を
日
本
大
使
館
に
寄
贈
し
た
こ
と
も

あ
り
、
当
時
の
中
山
大
使
夫
妻
に
公
邸
に
招
か
れ
歓
待

さ
れ
た
。
作
品
は
今
で
も
在
仏
大
使
館
の
一
室
に
飾
ら

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
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は
『
跡
見
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
紀
要
』
が
創
刊
、
こ

こ
に
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
来
平

成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）ま
で
見
る
と
、
延
べ
一
三
〇
本
余

に
の
ぼ
る
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

教
員
研
修
は
こ
の
ほ
か
に
研
究
授
業
や
海
外
研
修
の
形

で
も
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）に
国
語
科
研
究
集
会
・
研

究
授
業
の
記
録
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
同
四
十
八

年
か
ら
研
究
授
業
実
施
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
全
教
科
に
わ
た
っ
て
公
開
授

業
の
形
で
研
究
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
公
開

授
業
の
形
が
必
ず
し
も
問
題
な
し
と
し
な
い
点
も
あ
っ
て
、

同
五
十
年
代
中
ご
ろ
に
は
各
教
科
ご
と
の
公
開
授
業
形
式
、

ま
た
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
研
修
は
続
行
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）に
は
長
期
の
海
外（
国
内
）

研
修
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）

ま
で
で
延
べ
七
人
の
教
員
が
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
。
翌

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
強

力
な
支
援
に
よ
っ
て
、
長
期
休
暇
を
活
用
し
た
二
〜
三
週

間
の
短
期
海
外
研
修
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
研
修
を
受
け
た
教
員
は
平
成
十
六
年
現
在
延
べ

七
九
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。


